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1 ー まえカヾき

(社)海外農業開発コンサルタンツ協会は,平成2年度の海外プロジェクト･ファイン

デング事業の一環として､コートジボアール共和国､コンゴ人民共和国の2カ国において

農業開発計画案件の発掘調査を実施した｡

調査団は平成2年7月2 1日から8月7日までの期間､各国の農業開発関係機関及び現

地企業等を訪問し､農業の現状,農業の開発上の諸問題等についての意向打診及び意見の

交換を行なった｡この結果､日本国政府による技術及び経済協力の対象として検討に値す

ると思われる開発計画について資料と情報の収集を行なうと共に現地を踏査し､その実情

について調査した｡

今回発掘した案件は2件で､ひとつはコートジボアール共和国｢ササンドラ川流域 谷

地田(Ba s f ond s)開発計画+で潅故施設のリハビティションを中心にした案件

と､二つ日はコンゴ人民共和国｢プール県農村開発計画+で農村の環境整備等を中心にし

たマスタープラン作りの案件であった｡

本報告書は､その調査結果を簡潔に､取りまとめたものである｡これらの案件が､近い

将来,何等かの形で日本国政府の技術及び経済協力の対象として検討されることを切に願

うものである｡

終りに､本調査の実施にあたり,ご支援とご協力を頂いた各国政府関係機関,在コート

ジボアール､ザイール両国日本国大使館,日本から派遣された農業専門家ならびに現地企

業関係者に対し,深い感謝の意を表する次第である｡

平成2年10月

ADC A農業開発事前調査団長

田 島 正 虞

(国際航業株式会社)
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1 要糸り

1.国名:コートジボアール共和国

案件:ササンドラ川流域谷地田(Bas ヂonds)開発計画

2.国名:コンゴ人民共和国

案件:プール県 農村開発計画
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平成2年度のP/F実施案['F概要農業･農村開発協力案件(開発調査)

国 名 コートジポアール共和国 案件名 ササンドラ川流域谷地田(Basronds)開発計画

相手国担当機関 農業省,農用地開発公団(C.Ⅰ.D.V)

I.事業の背農

コートジボアール共和国はココア, pコーヒー等の輸出と製造業の発展に近年めざまし

い経折成長を成し遂げてきた.しかし､現在コーヒー､ココアの佃柿の帆迷呼によって

経済は停押している｡その経済飛展と歩調を合わせ, 1960咋以降咋5T''･均4.6%に及ぷ人

口の増加,移民の流入, Pi.i村人口の都市への人口流入に件う人Lj岬加して米たことによ

る人tjの急増に仰い氷の消ま繁盛は増大している｡そ0)ため凶全休としては虫1'_･'L皇不山のJ:lL

状にあり､また同国の総輸入額に対する農産物のウェイトは高い｡特に米については現

在国内消費量の50%を輸入に依存している｡

従って, rコ+国政府は食糧の自給化政策q)戦略として米作の拡大を選択し､農業開

発を強力に推進してきている｡そのために,既存の耕作地の海況システムを整備し､共

に新たに水田開発を行ない,米の自給率を高める必要がある｡

Ⅲ.事業概要

ササンドラ川流域に包含されるソプレ県ササンドラ県に散在する既存の耕作地(水田)

及び新たに開発される水田,約1,100haを対象に既存の潅耽システムの整備､農地の固

場登備及び開墾などのフィジビリティスタディーを実施するo

1.既存の水利施設の整備:既存の低ダム,堰,分水工の整備､新規低ダム(3ケ所)

の建設を行ない用水不足を補う｡

2.餌場整備:用水･排水不良を僻消するために,囲易並備を行なう中で, TT]水排水

制御のための水利構造物の建設､潅瓶用用排水路網の整備を行う.なお,対象面

積は約700haである｡

3.開墾を潅概を可能にするために開墾を行う｡対象面積約400haである.

4.アクセス道路の整備

Ⅲ.事業費概算

Ⅳ.特記事項
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平成2年度のフォロー案件概要

国名 コートジボアール 案件名 ササンドラ川流域谷地田(Basfonds)開発計画

計画図 位置図
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平成2年度のP/F実施案件概要農業･農村開発協力案LZト(開発網査)

国 名 コンゴ人民共和国 案件島 プール県農村開発計画

相手国担当機関 農業開発省

Ⅰ.事業の背景

1982-86年の経済開発5ケ年計画では食糧の自給体制及び農村の過疎化対策が掲げら

れ,今日も引き続き実行されている｡元束,コンゴは石油と森林の依存した雑折構造の

ため､国際価格の変動が同国の経済に大きく形響し安定した経済亨芭展が難しい状況にあ

る｡一方,農業就労人口が国民の40%にもかかわらず低い生産性と土地資源の未開発に

より食糧の自給が達成できず輸入に頼っている｡また同国では農村人口の都市ヘの流出

率が著しく､都TTJ'塊巾率はアフリカで放も向く全人Ejの半分以上はブラサビルとポイン

トノイルーf)-の間に居住して､産業なき都Tr)'化現象が生じ大きな祉余間起となっているo

従って､同国では第1に都市の食糧を確保するため,節2に)i%村から都市ヘの人口流

出を防止するため,都制司辺部で)I%村の生結城境を出僻しJTBJUの機会の増大を図ること

によって人口を分散する政策を推進してきている｡そのため,プラサビルを含んだプー

ル県の農村開発計画を熊定することが緊急かつ重大な課題となっている｡

Ⅲ.事業概要

計画対象地区はブラサビルを含んだ35,000k丘のプール県を対象に農村開発計画のマス

タープランを作成する｡

ニの計画では

第1に農業の生産性向上と生産の安定化を図るために､農業(農産加工を含む) ,畜
産,漁業(内水養魚)についてのモデルインフラ､

第2に農産物の輸送体制の整備を図るために道路,農産物の集出荷(貯蔵)施設の建

設､

第3に農村住民の健康と生措環境の改善のために生括用水の供給などを含んだ農村開

発計画のマスタープランを作成する｡その中で最優先の事業のフィジビリティスタディ

を実施する｡

Ⅲ.事業費概算

1V.特記事項
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平成2年度のフォロー案件概要

国名 コンゴ人民共和国 案件名 プール児 戯村開発計画

計画図 位置図
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2 ー
コー ト ジボア-ノレ共禾口国 ｢ササン ドラノIl

流域谷地田 (B a s ∫ o n d s ) 開発計画+

2
_
1 =コー ト ジボア-ノレ共和国の概要

2. 1. 1 自然環境及び社会経済

1) 位置

コ-トジボア-ル共和国(以下｢コ+国という)は,酉アフリカに位置する,正方形に
近い形状を有した国で,酉はリベリア,ギニアと,また北はマリ,ブキナ･ファソ,東は

ガ-ナとそれぞれ国境を接し､南はギニア湾に面している｡面積は3 2 2, 463k丘であ

る｡

2) 気象

気象は,植生の面から南部,熱帯雨林地帯と､北部,サバンナ地帯の二つに大きく分け

ることができる｡南部は, 2回の雨期(5月-6月及び9月-11月)と2回の乾期(1
1月-4月及び7月-8月)によって特徴づけられ,年降雨量は2000mm前後,気温2
5o C以上で湿度が高く,高木の繁茂する熱帯雨林を形成している｡北部は雨期(6月-

10月)と乾期(1 1月-5月)が明確に分かれており､年降雨量は1000皿m前後で小

･低かん木が散在するサバンナによつて植生が形成されている｡

3) 地形

西部ギニアとの国境地帯に1 0 0 0mを越える高山地帯を除けば､全体的に標高1 00

mから400mの,平坦な起伏のある地形を有している｡また､西からガバリー川,ササ
ンドラ川､バンダマ川,コモエ川という4大河川が国内を潤しており,アフリカ全体の中
でも水資源が豊富なところとなっている｡これらの河川はいずれも南下しギニア湾に注い
でいる｡

4) 人口

人口は1960年独立以降,平均年率4. 6%で増加してきており1989年で11.

6百万人と見積もられている｡なお, ｢コ+国在住の外国人人口は､ 1983年現在で約
2 7%であった｡この約70%は｢コ+国に国境を鼓するブキナ･ファソとマリからの移
民である｡人口分布としては,最近の急速な都市化現象に伴って農村人口は減少し全体の

約5 3%になっている｡しかし,依然として農村社会が国の基盤をなしている｡

5) 経済

経済は, 1960年に独立して以降1980年まで年率6. 2%の順調な経済成長を達

成してきたが, 1980年代に入ってマイナスに転じている｡これは､ ｢コ+国経済の根
幹をなすコーヒー､ココア,砂糖などの輸出農産物価格の国際的な低迷､公的対外債務の

累積､ 80年代のドル高によるものである｡そして､今だにもとの水準までに回復できな

い状況にある｡
なお, 1 9 8 8年の経済状況は､主要輸出産品であるココア,コーヒーの国際価格が引
き続き低迷しているため,実質経済成長率はマイナス3. 0%､また,財政赤字は拡大し

ており､政府は財政赤字削減のため引き続き公共投資を抑制している｡

2. 1. 2 農業生産の現況

1) 農業
農業は,大きく商品作物生産と食模作物生産に分類することができる｡商品作物として

重要なものは､コーヒー､ココア､オイル･パーム,パイナップル､綿花,サトウキビで

-
15 -



位鮭図

K∈Y

COT∈ D･NO]rq=

=八戸‾

MAL暮

OdlJt)I)J
●

＋TOtJb4

● 814nkcN)”

Ot巾Io

7●

10●

98

GUINE

l●

OQrt 4JI4

●

64
一亡

L旧ERZA

●

Non

8orl

DulkotJJ

●

Tcbou

●

～叩r山○

如ndlq=

●

511UIJd
●

VQYOU4
●

D(‖oo

.･･ ●

A(○(ho■○

●

与●

MonkorlO
●

●

lu仙(4

●h●l●

務

●

BURKINA

FASO

●

REPUBLIQUE
l'DE'.

cbT亡D'lVOtRE
命
℃

9●

●

●

Ferk一●∫ldo叫OU

Dqb(】koI4kd
●

● K4T暮oI4

81oIJRBI BOLJdく

●●

8otJ4n■

●

● S(rLlr4

yAuOU3さOUKRO

Dlnbokro
●

●

●

Oul¶l

●

し4kolo

”彩
3c一lqndrくI

Sqn●P●dro

ToumoJJ

＋D(y4

TJc■t¢l●
●

6(ond●LohotJ

5＋

N'Bqhlokro

●

Dqoukro

●

BoqQ4伯f)Ou

Åqbovi暮1●
●

E)ouR4

I

8orlJoulotJ

●

, Tor[d4

●▲b

Adz叩l
●

A8JDJAN

◎

●

rlI 0tW OtJ

GHANA

6●

Echeu● 1/L.000QOO

O 50 100 krrt

Ld■■■一▲

l● 3●

DC6 T:′r･SAT

t3

0

●

●-

EZ23

しEGENDE

Cap(tlL■ d'itlt

cIPitiL=dministritiy=t iconornlque

Chef lieu de dさpirtement

LiTnite d'さtit .

しimite de dipirteTnent

zoneduProje- 図-2-1位置図
-

ユ6-



8●

Tengr仙

｢く

Sirr&sc

Odienne

loo

9●

8●

2:

§
コ

r ゎ

く=

～
1

5●

/ ff

＼

2
i<

ぎ1

暑1ら

(

ど

/

I

Boundi81i

●

＼

＼

＼

A
ノ

＼

1

㌔
し

(

メ

ゝ､

こ＼

号
～

一一

1爪

10●

5● 4●

Ferkess丘dougot1

㌔

ノ

ヽ

?
/

/ ＼

j

ヽ

し

わ

cT～
1ヽ

I

ABIDJAN

∨

く
⊂)
r
■う
>

T21
く⊃

> 9'
tfl

1

3●

演
ノ

凡例

-｢‾一 読域境界技

士一 河川

● 主宰郡市

紹 尺

150

図-2-2河川流域区分囲

8' r 6' 5' 4● 3.

km

7●

5●

てカ

?
tカ
ーP

- 17
-



㌔,

p蟹

●ゝ'■ヽ

守)

u叫Lli

辛obA'ん

b･uv､!

ー･･二

/･

./

,d占

!j
＼

iヽ

J…一千

GuEYO

;ii_.iNi

(･.I

-I.o

i..?ub,｡J.･p

il

i'.1

JILJ

e亡LcI一

iD4山i)

LrL)
-1

1
/I:NiJb.i.‾ノ

/.-I

i…(…

●

Ech8Jle:

10 20 30

ノ
I
J′

(/,,;

:';T'(

◆ヽ

ヽ

･lj

TJ+

),如J

A叫細雪

1/1 250 000 Sca[e

40 50 SO 70 80 9¢ 100kn]

図-2-3 ササンドラ川流域区分図｡.,i･..i.t岬`叩-･t仙tGi･.･叩”.u･Cit･ d･Iyq,･･

D(川b and pubHsh8d
by G14(r叩blc lnstltutl lyvII Co)St

- 18-



td-tl■ I:一叫CO1

1 51 101 1S4 t■

10d

げ
糾

701

棚

SZX)

10)

-
I叫･

:CQ I

104.

81

J

?,uiJ)

‡Ⅶ /

104 -

TCq-

和一

10ト

l伽-

】l■-

ZOl-

tOl_

8-

S31a

l●

JI

3d

l～

Zq

li

14

～

lt te叩bJrLrq I dlJ■Jl

hllu

山e'?]e

廻.

1S

ユ0.

1S

:0

ll

19

～

JF叫ANJ^A SQID

PltJirl rt t帥叩)†vtt I TJh

S41

4d

l【カ

2EA

FNANJJtASaNO
∩■山It t■爪PntLIrN I M＋

㌔

18

】I

30

ZP

:○

I
耶■

`■``‾‾T‾‾■‾ー‾

SoLlhre

,1p'T′

18q4ま叫

100

叫

5d

q

lO1

20Q

IO4

1

8Cd

S4B

tO4

#

. 701

●101

0

JFN

tl

】1

)

ZS

!l

II

Il

I

l

で琵≡=ニ
一(”

704

1(”

IEd

I(”

3C1

70d

tod

”

刀

jl

ZS

:○

l一

Tq

～

I

J;5JAIJJtA SQND

nvi●1
lt tP*I屯■d I Bo}JIl

Di巾BoLI O

∝■

1tX[

沸

～:I

i(I

3Z)

204

190

4

JfN▲NIJtASO.1D4

P7叫●t d !ET:PiI)hxL* l仙■

Granんrla

JFPdAMJJtASON9

▲一

jl

】0

1i

】l

り

]8

～

l

捕

TOD

糾

～(対

LD1

3a4

ZO1

1CII

B

J;叫AN山tASOヽ0

:91

5Qt

544

101

3B4

:DO

lad

I

叫

ユl

)

■●

JFIJA.VJJtAiQヽa

Pl■N[=1 t●叩htultI A 3仙■●●

叫

】S

”

:～

IO

ll

1】

I

PllJ14=t
lelrt?illtLrTJ

i Ab･di■トんレ●

loo

-
l-

一O

】～

ユd

】l

IQ

li

lO

I

】

J芦,uA.qJJtA SコNO

PILJ･J=l t■叩hzvd A AJIJL1

Zd.0

8●

r+

PtLJi■t■t 【■叫Ir一ttJ(t= SJLunJr)

Pr占cipitations (etlmm) et tempirahJreS (en OC) moyennes annueues (p占riod占196l-1975)

..･･･._ しinit●●rltT4 fvII Jt SJN■○●

( l軸hyltt tfA -l一I

Oー-仙n.I(･At7

◎ statipI P]LJYl山一■ I(incip4J4

● StJti8A PJLNi叫■机qu4斗C80J一h

o Autr4 Y川●

NotJ: Ttt di3P Ot=fllt)ub l巾血叩棚191ト7I71

図サ4気温､降柏分布図
- 19-



lSOHYETES DES PRECIPITAT10NS EN COTE D`lVOIRE

1300

2000

1600

● ODほNNE

MAN●

2000

10

1200
1100

●

PER KES ED

80UAKE ●

1100

900

ECHELLE : 1:3600000

o 50 100 150

900

BONDOUKOU ●

1200

1300

1600

㈹
● A81DJAN

UGOU

2000

GOLF E D∈ GU)NE E

図-2-5降水量分布図

-20-



あり､食塩作物としては､ヤムイモ,キャッサバ,プランティン･バナナ､米,とうもろ

こしが生産量の大きなものである｡

2) 農産物

これらの農産物は,気候区分に応じて､明確に地域区分されている｡南部の熱帯雨林地
帯では商品作物としてコーヒ-､ココア､オイル･パーム､パイナップルが､また食樫作
物としては,ヤムイモ,キャッサバ,プランティン･バナナ､米等が主流であるのに対し

､北部サバンナ地帯では商品作物として綿花,サトウキビが食糧作物としては､とうもろ
こし,ヤムイモ､ミレツト等が中心となっている｡

3) 主要商品作物

その概要を述べると､コーヒーについて1 9 8 7年度で2 60千tの生産が行なわれて
おり,世界ではブラジル,コロンビア､インドネシア,メキシコに次ぐ生産国となってい

る｡ココアについて1987年度で570千tの生産が行なわれており, 1971年にガ

ーナを上回って以来,世界一の生産国になっている｡

4) 食糧作物(表-2-12)

この国の最も重要な食程作物はヤムイモで伝統的に全国で広く栽培されている｡ 1 9 8

7年度で2, 400千tの生産が行なわれている｡また,同じイモ類でキャッサバも広く
栽培されており､ 1987年度で1, 300千tの生産が行なわれている｡

5) 米(水稲､陸稲を含む)

米は南西部と北西部で主に栽培されている｡南西部ではクル族が,北西部ではマリンケ

族が主食としているためである｡他の作物に比べ,保存,輸送が簡単であること､料理の
種類を豊富にし,かつ美味しいため次第に需要が高まり､ 1 98 7年現在,中国とアメリ
カなどから40万tも輸入している｡
なお､現在輸入額に占める食僅の割合は1 0-1 5%で､その内の3分の1が米である

｡国内の生産高は1987年では580千t
(親米)であった｡主な生産地はソプレ県,

ササンドラ県､ギグロ県､マン県,コロゴ県である｡単位面積当り(ha)の収量は1.
5 t前後であり､その水準は低い｡

2. 1. 3 農業政策

1) 農業政策

｢コ+国の農業政策は､商品作物と食橡作物で明確に区分されている｡すなわち,商品

作物は農水林業省(MAEF)が,食糧作物は農業開発省(MDR)が担当し,農業開発
計画の実施にあたっても,作物別に実施機関が分かれている｡これらの中央行政機関とは

別に､政府関係機関として国営開発公社が設立され､農業生産の拡大に重要な役割を演じ

ている｡主なものを上げるとコ-ヒ-､ココア開発のためのSATMACI,オイル･パ

ーム開発のためのSODEPALM､綿花開発のためのCIDT､サトウキビ開発のため
のSODEEFL,水稲開発のためのSODERIZなどである｡

2) 食程政策
｢コ+国政肘は人口増加､移民の涜入､農村人口の都市への人口の凍入に伴う人口増加

に対応する食塩を確保するための作物として米を選択してきた｡政府は米の消費の拡大に
対応して自給化政策を進めるために､ 19 72年SODERIZ (稲作開発公社)を設立

した｡公社はダム､水路の建設,水田の造成を行い,また､涜通面にも介入し､生産者に

一定価格での買い付けを保証して生産の拡大を図り,
SODERI Zは水田開発にあたっ

て相当の効果を上げた｡そして､ 1 9 7 6年には米の生産は40万トンに達し自給化は達
成されたと思われた｡

ー21-



だが､この稲作奨励策では生産者から相対的に高く買い上げたこと､消費者価格を低位

に安定させたこと､輸入米との競合で低い水準が保たれたことが原因で公社は莫大な赤字

を累積し1 9 7 7年解散を余儀なくされ､米の輸入は再び増加した｡

3) 開発公社
1 9 7 7年以降は､地域開発,食糧作物栽培,農民へのサービス､融資等を行なうため

に国土を横に南部､中部,北部に3分割し,次の各開発公社が担当している｡

- CIDV (コートジボアール食糧開発会社)オイル･パーム開発のためのSODE
pALMの名称の変更して,その役割を担当し,南部の捻合的な開発､米､プランテ
ィン･バナナ､パイナップル等の食糧作物栽培の振興を担当｡

-
SATMACI (コートジボアール農業技術現代化協力公社)本来コーヒー,ココ

ア開発公社であるが中部地域の農業開発を担当｡

一
C I DT (コートジボアール放練開発会社)本来は綿花の栽培を含む放鮭開発会社

であるがS ODER I Zが解散した後は北部サバンナ地域の農業開発を担当｡

4) 主要作物の価格
｢コ+冒では,主要作物に対して､生産者価格を設定し,その価格で買い取ることを保

証している｡商品作物において,この事業の中心になっているのがCSSPPA (大蔵省

,農産物価格安定支持金庫)で,コーヒー､ココア,パーム･オイル､綿花,バナナ等の
生産者価格を安定させるとともに､国内の流通及び輸出の取り扱い､生産性向上等のため

の融資等について責任を負っている｡
また,米をはじめとする重要な食糧作物については､商業省の監督下で価格の安定が行
なわれている｡

5) 食塩自給のための課題

｢コ+国では経済発展と歩調を合わせて都市化が急速に進んでおり, 1 9 6 0年の独立

当時の人口の3分の2は農村人口であったが,これが1 980年代の半ばに53%になっ

た｡都市人口の増加率は過去､ 4. 6%に及ぶ人口増加率をはるかに上回る､年平均8%

である｡これは主として農村から都市への人口流出によるものである｡この人口流出によ

って最も打撃を受けるのが農業部門であり､生産性の高い､近代的で魅力ある農業基盤の
改善が求められている｡

このような現象を反映して､ ｢新経済社会文化開発5カ年計画+ (1982)では､農

業の近代化が最も優先傾位の高い目標として掲げ,具体的には,若い農民の育成､食糧の

自給化,農村の機械化,食糧流通の改善等を上げている｡そして優先的にこれらの近代化

政策が実施される地域として,相対的に所得が低く､気象条件的にも農業開発への制約が
大きい北サバンナ地域を取り上げている｡国全体として､作物としては､都市化に伴い都

市における食程を安定的に供給するため､食糧作物､特に米をはじめとする穀物の増産が

急務とされており､高収穫品種の育成､栽培技術の向上,農地の基盤整備(特に､潅漉施

設の整備)等が重要な課題となっている｡

2. 1. 4 土地政策

政府は全国土に対する上級所有権を宣言すると共に, ｢土地は開発したものに帰属する

+という原則を打ち出して,土地に対する伝統的な部族的領有権に加えている｡これが国
内外からの移民の流入を促進し､コーヒー､ココア栽培を発展させてきた｡その結果,高

度成長の過程でブルキナ･ファソ,マリなど近隣諸国から,農業労働者として大量の移民
が｢コ+国に流入してくることになった｡

なお､コーヒー,ココアが栽培面積の拡大を通じて生産量を伸ばしていく際に､土地の

集中,経営規模の拡大は顕著な形では起っていない｡つまり,生産量の拡大は, ′ト農戸教
の増加によるものであり､その増加は,当初農業労働者として移入してきた近隣諸国民の
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涜入によるものであっ.た｡

2
_
2 内陸′J-渓谷 (B a s ∫ o n d

s)
8こおtナる水田 (谷地田) 開発の意義

2. 2. 1 ｢コ+国(西アフリカ)の水田農業の意義(生態､環境への影響)

｢コ+国の南西部の低地( ｢コ+国で｢Ⅰ∋a s ∫ ond s+と呼ばれている)に拓ら
かれる水田の意義は何であろうか｡以下,記述してみたい｡

一

水田農業は高収量晶虐の普及を可能にして､米の生産量を増大するだけでなく､水
と土を保全できる集約的農業であるため,森林の回復にも道を開き荒廃している｢コ+国

繋いては酉アフリカの自然環境の改善に寄与する｡
-

.水田農業は低い人口圧のもとで焼畑農業を除けば､熱帯雨林で持続可能な唯一農業
システムである｡

一 水田農業はその水管理システムを通じて人間を社会に組織化する｡水田農業は村落

という革の板レベルからまとまりの良い社会づくりに貢献する｡

一 反面,水田農業は公衆衛生の面から危供されることが多い｡風土病の涼行は乾期の
水不足時に濁り水や溜り水を止むを得ず使う物が多い｡アフリカで問題になる水に由来す

る病気(Wa t e r bo rn dis e a s e)は潅概や水田の展開によって拡大する
のではなく､むしろ,生活用水の量と質､衛生条件､生活条件の貧困さ等が引き金になっ
ている｡

従って､乾期に潅概水があること,たとえば,低ダムをつくり貯水することは,むしろ

質が良い水が稲作のためにだけでなく,生活用水として使えることになり全体としての公

衆衛生環境を良くすることにもなり,この盾果として潅概用水路は炊事,洗濯,水浴用に
貴重なものになる｡

一 水田農業は水管理の自由を可能にするシステムである｡水田システムが整備されれ
ば水管理が可能になり,自然の湿地と水田の湿地と区分することになる｡

従って,水管理できる環境,即ち水田システムの方が悠かに風土病を撲滅する可能性が高
い｡

2. 2. 2 Ba s ∫ ond s-内陸小渓谷とは
内陸小渓谷とは準平原の緩やかに起伏する低地部分である｡準平原地形は｢コ+国及び

西アフリカに卓越している｡標高は数1 0-1 00mにすぎないが,河川の源流部分にあ
たる｡内陸小渓谷の主な水源は雨､集水域からの表面流出水と湧水である｡
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表-2- 1西アフ1)カの主な稲作生態の分布(万ha,WARDA,1988)7'

全稲作醐 陸宕 梢帽絹 潅毘絹 罷フ帽 マン;:-T書巻

0 0 0

0.4 0 0

2.4 0 0

0.1 0 0.3

0.6 0 0

2.8 1.6 8.2

0.3 0 7.0

0 0 0

4.5 7.9 0

0.6 l.5 0

9.8 7.3 1.2

1.7 0 0.3

0 0 2.4

0.1 0 0

3.7

2.6

2.6

1.3

0.5

16.3

3.0

1.3

0

0

9.2

4.6

10.5

0.3

6

0

3

0

6

6

7

7

6

0. 8 0.

3.0 0

37.0 32

2.0 0

7.1 6

54. 5 25

12.9 2

22. 0 20

13.1 0

2.1 0

61. 1 33

6.6 0

39. 5 26

1.5 1

ガンビア

ガーナ

ギニ7

ギニ7ビサウ

リベリア

マリ

ニ･)エール

ナイジェリ7

セネガル

シュラレオー

ベニン

プルキナファ

コートジ未ワ

ガンビア

トゴ

ブソ

ール

7

-i

19

35

23 19

64 17

263 149 53

340 149 74

会計面領

合計生麦量(万トン)

19

43

35 19

118 17

76

90

2O38年の日面讃 364 2 I6

2略嘘重盗耐力 649 280
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最源流部では流路がはっきりしないが,下流に行くにしたがってはっきりした涜路を持

つようになり､はんらん原的要素を持つ小渓谷となる｡また､内陸小渓谷の面積は数ba
から数1 0baしかない｡表-2-1はWARDAによる酉アフリカの主な稲作生態の分
布である｡今のところ内陸小渓谷稲は5 3万baにすぎないがWARDAによれば,今後

この地域の米増産に最も期待できる生態系である｡内陸小渓谷稲(谷地田)は｢コ+臥
ナイジェリア,シェラレオーネ等に多い｡
従って, ｢コ+国での内陸小渓谷-Bas fondsの水田開発の方式は西アフリカ

の内陸小渓谷のモデルになる可能性がある｡
なお,内陸谷(Iniand valleys)という名は､アフリカの主要地形の内
陸小渓谷は東部や中央アフリカではdambo､北部ナイジェリアやチャドではfada

ma､フランス系のアフリカ諸国ではBas
fondあるいはMarigot､そして

シエラレオネでは内陸谷沼沢地と呼ばれている｡
サハラ以南アフリカの米の生産を増やすには,このような低地の集約的利用は避けられ
ない｡ ｢コ+国の例に見られるように,今やこれらの小中規模の内陸小渓谷は稲作地(令

地田)として開発されつつある｡そのいくつかは均平､作畦､周到な水管理施設を持った

優れた潅渡システムとして開発されている｡小さな貯水池も周年潅渡用に造られてきた｡

2. 2. 3 内陸小渓谷における水田(谷地田)開発の意義

表-2-1に示すように現在の西アフリカの稲作面積の中で陸稲栽培が最大で1 50

万ba.を占める｡このためWARDAでもⅠ I TAでも陸稲に研究の重点をおいてきた｡

しかし､陸稲栽培は土地を収奪する上に土壌侵食を誘発するので熱帯地域では集約的で
持続的な農業技術にならないことが明らかになりつつある｡

一方,内陸小渓谷稲は,全体の20%,
53万baの栽培面積を占め,この生態での稲

作は古くから行なわれており､しかも水田可能面積は1 000ba以上と推定されている

｡ 内陸小渓谷の水の流量は0. 1-1. Om3/sec程度なので堰をつくり水路を掘り

､水田を簡単に整備することができる｡勾配は数%程度なので1
0-2 0mの間隔で高さ

40-5 0cmの畦をつくることで､大量の土寮を移動することなく水田化できるのである

｡ 従って,村落あるいは家族レベルでも造成し維持管理できる｡

このように内陸小渓谷における水田開発は｢コ+国をはじめとする西アフリカおいて優
れた開発方式と言うことができる｡

2_ 3 本プロジェ ク ト対象地域の現況

2. 3. 1 自然環境

調査の対象地域として､ ｢コ+国の南西部のササンドラ川流域に包含されるソプレ県,

ササンドラ県の2県を対象とする｡土地の標高は概ね50-200皿であり, ｢コ+国と

しては中低位の標高の地帯に入る｡内陸小渓谷(bas ヂonds)が多い｡地質は

花こう岩と混成岩(Mi gnat i te)がほとんどを占めている｡土壌は熱帯雨林特有

の襲不飽和性のラテライト性の土壌であり､河川沿いの低地には沖積土としてフルピソル
がある｡これは一定の肥沃さ保水力を有する土壌である｡
気象について,年間降水量は1, 600mm前後で､ 4-10月が雨季にあたり､雨のピ

ークは5-6月と9-10月に現われる｡月平均気温は25-30o
Cの範巨引こ入る｡植

生は熱帯雨林が占めている｡

2. 3. 2 社会及び農業

この調査の対象地域に関係する県はソプレ県､ササンドラ県の2県であり,以下1
98

4年までの資料を以下に記述することとする｡ (表2-2-8)

この地域の人口に占める農業人口の比率は7 5%であり､特にソプレ県は88%となっ

ており､全国の場合の5 3%に比べ高い｡これはこの地域が農業に大きく依存する社会で

あることを示している｡土地全体に対する農地の比率は､全国平均に比しソプレ県は高く
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,ササンドラ県は低くなっている｡また,農業人口密度は全国平均に比べ,ソプレ県はほ
ぼ同じであり,ササンドラ県は低くなっている｡

この地域における主要な作物は,食糧作物として米､とうもろこし,キャッサバ,バナ

ナ､商品作物としてココア､コーヒー､パーム･オイルが栽培されている｡
米作は天水陸稲がほとんどで渓流等の水を利用した水稲は少ない｡また,貯水池を含む
近代的な潅概施設は一部で設置されているが､十分に機能していない｡

2. 3. 3 稲作の現況

対象地域では1990年の稲作の作付面積は表-2-11のように29. 780baと

なつている｡その内訳は､陸稲が29. 000ba,水稲が780baとなっており,ほ

とんど陸稲である｡なお,潅瀧率は2. 6%に過ぎない｡しかし,この地域での米の生産
量は国全体の1 5%を占めている｡
稲作の生産高は潅概施設の整備等の遅れから1. 5 t/haとなつており,生産性は低

い｡また,水稲が営まれている場所は､内陸の小渓谷の低平地-凹地-谷地田(Bas
fond s)であり､その面積は1ケ所, 10-100ba程度で小規模であリ,散在し
ている｡

この地域は1 9 72年頃, SODERIZによって､貯水池,水路等の潅漉施設､圃場
が整備されたが､維持管理の問題もあり､一部を除いて機能していない｡しかし, SOD

ERIZの解散後､その役割を受け継いだCIDV (旧SODEPALM)は､潅渡施設

の維持管理も含め､その機能の回復に努めているが様々な問題を抱え,未だに実現に及ん
でいない｡ 現在, CIDVでは､米増産の政策の下で, ｢コ+国の南部一帯での水田稲

作の開発戦略を検討している｡

また､関係する県のひとつのソプレ県においては｢コ+国政府の手によって農業政策を

振興すべく､県レベルの地域開発計画のプレF/Sが1 9 8 6年から実施されている｡そ

の中でも水田稲作を重要政策として位置付けている｡参考までにこのプレF/Sの概要に

ついて､以下記述する｡

2. 3. 4 ソプレ県稲作基盤整備計画(プレ･F/S)の概要

実施された調査は､ソプレ県稲作基盤整備計画(AMENAGEMENT DES 8

AS-PONDS RIZIOLES DE SOUBRE)であリ､ 1988年に実施

され､同年9月に完成している｡この調査は､主に水田の潅概整備計画を対象にしたもの

であリ､以下,この調査計画の概要を紹介する｡
この計画は､ソプレ県における低地(Bas ∫ ond s)を対象に県内の11ケ所の
村落について,開発可能面積,必要な潅概施設の整備の内容､実施に必要な経費を検討し
たものである｡

なお､対象地区は主に県の中央に位置するソプレ市の北にある1 1ケ村落であリ,これ

らの村落について開発の段階を3つのグループに分け,グ)L,-プごとの開発程度と対象面
積を求めている｡

(グループ-1)
潅耽用用排水路と簡単な圃場整備が過去,もしくは現状で行なわれているところ｡

-

KODA村 52ha

-

MAYO村 100ba

- NYAPOYO村 12ha

-
.

Camp ement SANGARE 40ha

(グループー2)

潅故用用排水路は整備されていないが､若干の圃場整備が行なわれているところ｡

-
YA王∋AYO 村

- BAGOLIEOUA村

- KAKUEOUA村

lob a

40b a

10 h a
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義一2-2 コ-トジボア-ル国の県別人口 1984

都市部の人口 農村部の人口

県 県別人口 (内農業者) PA/PT

(内農業者) (内農業者) (PT) (%)

SOUBRE 12.0 2.0 133.9 127.0 145.9 129.0 88.4

SASSANDRA 80.0 13.3 104.7 102.0 184.7 1ユ5.3 62.4

合 計 4,266.6 395.8 5,474.8 4,799.6 9,741.4 5,195.4 53.3

SOURCE :都市部の人口
-

population de la Cote d'Ivoire Anaylyse des donnees disponibles

Ministere de l'Economie et des Finances

ーDireetion
de la Statistiques

農村部の人口ー
RNA 1973-1984 a 1'enquete agricole annuelle

Hinistere de l'Agriculture et des

Sous-Direction des St.atistiques

- 1984

1980 より計算
Eaux et Forets

Agricoles et Forest

義-2-3 コートジボアール国における農業者の人口密度 1984

利用可能地* (1,000ba) 人 口 密 度

県 名 面.積 人 口････-･･---･･･1--.-･･--･･････=･--････-･･･････--･･･-･--･･･klf当 り 利用可能地

(hi) (1000人) 農業用地 その他** 計 khf当 り

souBRE 8,425 129.0 133.0 445.2 578.2 15.3 22.3

sASSANDRA 17,925 115.3 112.7 966.5 1,079.2 6.4 10.7

合 計 322,365 5,186.4 3,484.0 20,921.6 24,405.6 16.1 21.3

注) * :

** :

SO口RCE :

次の面積は除外される

自然状態の深い森林,国立公園及び同じ様な保存状態の土地,
潮,池,潟,道路等耕作できない土地

森,サバンナ､休耕田,牧場

sous-Direction des Statistiques Agricoles et Forestieres

et Direction des Eaux et Forets

義一2-4 コートジボアール国における県別の土地利用面積1984 (単位: 1,000ha)

利 用 面 積

県 名･･----I-･･･････---1･･---=---･･--.-･･･---1････.･･･-･-･･.･･･-･--･･.未耕地その他 合 計

農 地 森林(1)国立公園 小 計 (2) (3)

souBRE 133.0 3.4 215.0 351.4 45.7 454.4 85l.5

SASSANDRA 112.7 604.5 70.0 787.2 38.8 968.9 1,794.9

合 計 3,485.9 3,500.5 1,946,0 8,932.4 2,381.8 21,188.7 32,502.9

注) (1)

(2)

(3)

SOURCE :

熱帯雨林

湖,池､潟,市衝地,道路等耕作できない土地を除く

森､サバンナ､牧場
Hinistere de l'Agriculture et des Eaux et Forets

Sous-Direction des Statistigues Agricoles et Forestieres

et Direction des Eaux et Forets
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義-2-5 コートジボアール国における県別の土地利用区分1984 (単位: %)

利 用 面 積

県 名･-I-----･-----･.･･--････---･･･-･･--･･･-I-A--I-=･-･･･････--･--･未耕地その他 合 計

農 地 森林(1)国立公園 小 計 (2) (3)

souBRE 15.6 0.4 25.2 41.3 5.4 53.4 100.0

sASSANDRA 6.3 33.7 3.9 43.9 2.2 54.0 100.0

合 計 10.7 10.8 6.0 27.5 7.3 65.2 100.0

注) (1)

(2)

(3)
SO口RCE :

熱帯雨林

湖､池､潟,市衝地,道路等耕作できない土地を除く

森,サバンナ,牧場
Hinistere de l'Agriculture et des Eaux et Forets

Sou5-Direction des Statistigues Agricoles et Forestieres

et Direction de5 Eaux et Foret5

義一2-6 コートジボアール国における作付け面積 1984 (単位: ba)

県 名 RIZ冒.kD写y(､苦言InS”)IG”A旺(器冒I,0,?)
ARAC”IDE

…AL”AAN芋ヲTARO

souBRE 26,000 21
,000

3
,000

18,600 340 21
,400

6,200

sASSANDRA 26
,400

23,000 3,000 18,500 340 22
,600

6, 100

合 計 414,000 595,000 254,700 230,000 107,000 780,000 190,000

souRCE : SousIDirection des Statistigues Agricoles et Forestieres

Ehquetes annuelles

義一2-7 コートジボアール国における作物生産量 1984 (単位: ton)

県 名 RIZ PADDY HATS IGNAME HANIOC ARACEIDE

BANANE

PL.ANT.

TARO

souBRE 39,000 11
,000

24
,300

119,000 250 29,000 5･600

sASSANDRA 40,000 13,000 24
,200

117,000 240 32
,000

5,400

合 計 514,000 520,000 2,469,960 1,497,500 102,000 1,000,000 260,000

souRCE : Sous-Direction des Statistigues Agricoles et Forestieres

Enquetes annuelles
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義一2-8 コートジボアール国における米の作付面積 1984

(単位: 1,000ba)

県 名 1980 1981 1982 1983 1984

SOロBRE 20.4 21.2 21.8 24.0 26.0

SASSANDRA 22.0 22.4 22.2 24.3 26.4

合 計 360.0 340.0 349.9 380.0 411.0

souRCE : Sous-Direction des Statistiques Agricoles et Foresti

1980 --1984
: ba5e enqueteS annuelles

表1219 コートジボアール国における米の生産量 1984

(単位: 1,000ba)

県 名 1980 1981 19$2 1983 1984

souBRE 30.6 30.4 34.2 27.3 39.0

sASSANDRA 33.0 32.3 34.8 27.8 40.0

合 計 420.0 390.0 450.0 360.0 514･0

souRCE : Sous-Direction des Statistiques Agricoles et Foresti

1980
- 1984 : base enquetes annuelles

義-2-10 コートジボアール国における県別の作物生産量1984 (単位: 1,000t)

県 名 Ananas Banane Cacao Care ver ココナツ Coton Palmier

パイナップル *(1) ヤシ

sotlBRE･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･
･ ･ 28.2 4.3 ･ ･ ･

･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･ 78.9

SASSANDRA ･ ･ ･ ･ ･ ･ ･
･ ･ 13.5 4.0 60,111 ･ ･ ･ ･ ･ ･ 135.8

合 計 126.3 96.1 411.1 85.2 191,280 142･4 751･4

注) *(1) :単位: 1,000noix
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表-2-ll CAMPAGNE 1990: REPARTIT10N DES OIBJECTtFS DE PRODUCT10N

(beclares)

(′⊃

∽

Sous-Prefeclures RizPluvial Rizlrrigu占 TotalRiz. Mais

Buyo 5100 100 5200 2500

Grand-zattry 3550 40 3590 1500

凹占adji 1820 35 1855 825

Soubr占 6230 225 6455 2725

I)占pt.deSoubr6 16700 400 17100 7550

Gu占yo 3500 210 3710 1500

Sassandra 8800 170 8970 4450

D占pt.deSassandra 12300 380 12680 5950

D.D.deSoubr岳 29000 780 29780 13500



ⅤⅠVRIERS

義一2-12 PRODUCTIONS DES PRINCIPAUX VIVRIERS

(1,000t)

ANNEES

PRO上)tJITS

1983 1984 1985 1986 1987

IGNAHE 2170 2470 2500
-2300

2400

HANIOC 1060 1250 1250 1250 1300

TARO 225 260 260 263 272

BANANEPLANTAIN- 855 1000 1000 1010 1045

MÅIS 410 520 480 420 435

PADDY 360 514 540 560 580

FONIO 6 7 7 7 7

SORGHO 17 23 22 22 23

NIL 26 41 40 40 41

ARACtIIDE(COQUE) 80 102 108 112 116

source : sotlS-Direction des Statistiques Agricoles.
I

Note : Extimationえpartir des enqu6tes annuelles r6alis占es jusqu en 1984

et du tau又 de croissance d6mographique ensuite.

i-2-13 supERFICIES RIZICOLES ENCADEEES PAR STRUCTtlRE (Hectares)

1985-1986 1985-1986

Rizpluvial Rizirrigu占 Rizpluvial Rizirrigu岳

SAT吐ACI 253765 4490 89615 7408

CIDT 47873(1) 12426 50420(2) 13658

SoDEPAL世 67794‾ 4633 72268 2102

SODEFEL 9960(1) 25644(1)

379392 21549 237947 23168

400941 261115

Source

Notes

Structure5 d'eneadreme

(1) Riz pltlVial ＋ riz irrigee

(2) Riz inond岳 et non ri乙 pluvial.
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義-2-14 RIZ PADDY : COLLECTE ET USINACE.

(Tonnes)

CAHPAGNES COLLECTE USINAGE RIZBLANC
RENDEMENT

USINAGE(%)

1977-78 121970 116016 74740 61,3

1978-79 96490 86834 58112 60,2

1989-80 135315 125806 84349 62,3

1980-81 59595 58611 37118 62,3

1981-82 16914 15161 9991 59,1

1982-83 33510 31579 21110 63,0

1983-84 48933 45215 31193 63,7

1984-85 128236 119758 82781 64,5

1985-86 96340 88903 61642 64,0

1986-87 73184 68495 46780 63,9

RENI)EHENTHOYENDESDIXDEtミNIERESCAHPAGNES 62,4

souRCES : OCPヰJ'usqu'畠1a campagne 1980-81 (Office dissout en avril 1982)･
BETPA de la campagne 1981-82 a 1984185.

DAI a partir de la campagne 1985-86.

NOTE : Campagne du ler AoGt au 31 juillet.

義-2115 RIZ PADDY : EVOLUTION DES PRI‡ DE PADDY ET DU RIZ AUX DIFFERENTS STADES.

(FCFA/kg)

ANNEE

PRODUCTION 凹AGASIN RIZERIE GROSSISTE DETAILLANT DATE

(Paddy) COLLECTE OUSILO (Riz) (Riz) CHANGEHENT

(paddy) (paddy) 御売り 小売り DEPRI‡

1977-78 65 70 75 87 100

1978-79 65 70 75 87 100

1989-80 65 70 75 87 100

1980-81 50 55 60 100 110 04/81

1981-82 60 75 75 118 130 銘ol/82

1982183 60 75 75 118 130

1983-84 80 95 95 147 160 01/84

1984-85 80L 95 95 147 160

1985-86 80 95 95 147 160

1986-87 80 95 95 147 160

souRCE : Sous-Direction des Statistiques Agricoles et Journal Officiel de la R.C.I･

坦匹: *02/82 pour le pri貰ぇla production･
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義一2-16 IHPORTATIONS DE RIZ BLANC

ANNEESCIVILES

QUANTITES VALEUR

(Tonnes) (吐i11ionsF.CFA)

1978 125708 9345

1979 197565 13578

1980 252686 24126

1981 335277 35138

1982 356739 34267

1983 382498 36616

1984 320800 34238

1985 161712 17145

1986 360979 27914

1987 479270 32191

SOURCE : Statistiques douani占res.

義-2-17 IHPORTATIONS DE CEREALES

Q
= Tonnes V :

millions F CFA

1986 1987

Q V Q V

CEfiEALES

dont:

-BLETENDRE

573368

211936

41589

13594

735371

235861

45091

11858

一班AYS
330 62 11730 6767

-RIZ 360979 27914 479270 32191

SOURCE : Statistiques douani主res.
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義一2-18 SUPERFICIES ET PRODUCTIONS DES LEGUHES ET VIVRIERS

(Blocs aEn占nag占s et secteur encadr岳par la SODEFEL)

PRODUITS

1986 1987

UPERFICI RODUCTION RENI)EMEN UPERFICI RODUCTION RENDEMEN

(ha) (t) (t/ha) (ha) (t) (t/ha)

L占gumes

TOMAIEFRAICHE 1877,5 11433,7 6,1 2524,4 19722,5 7,8

TOHAIEEINDUSTRIELLE 425,0 9994,4 23,5 273,1 2732,4 10,0

N'DROWA 1678,9 16838,5 lot,0 1416,6 25423,4 17,9

CAROTTE 29,4 236,3 8,0 0,1 1,5 15,0

GOMBOFRAIS 1966,2 8698,9 4,4 2562,7 1150,7 0,4

POIVRON 74,9 167,4 2,2 90,0

CONCOMBRE 80,0 365,1 4,6 111,1 1,5

COUEGETTE 111,4 670p;8 6,0 109,0

吐ELON ll,8 43,3 3,7 4,4 13,2 3,0

ECEALOTE 241,0 2410,0 10,0

POIEEAU 27,7 42,5 1,5 0,3

OIGNON 26,9 252,1 9,4 31,5 293,3 9,3

PIHENT 370,3 3142,0 8,5 594,0 4743,7 8,0

CHOUPOMME 499,8 4281,9 8,6 758,9 7637,0 10,1

DIVERS 938,9 3942,1 /// 1099,3 10356,0 ///

TOTALLEGUHES 8118,7 60109,0 /// 9816,4 74485,2 ///

Vivriers

RIZ 9960,1 15432,5 1,5 25644,0 35901,6 1,4

HAYS 4987,4 10249,7 2,1 14605,0 41624,3 2,9

IGNA吐E 2219,3 27577,9 12,4 7952,0 112043,7 14,1

ARACIiIDE 532,7 605,0 1,1 580,0 580,0 1,0

BANANEPLANTAIN 1092,8 7310,0 6,7 1898,0 23990,7 12,6

PO吐MEDETERRE 1,0 16,1 16,1

DIVERS 6255,0

TOTALVIVRIFRS 18793,3 61191,2 /// 56904,0 14140,3 ///

Source : SODEEI
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BAKARIDOGOU村 15ba

(グループー3)

潅蔵用用排水路は未整備で,部分的に天水により稲作栽培が行なわれているところ｡

一
Gr and-ZATTRY 村 100ba

- MAVOU村 40ba
-

OUREYO村 80ba

合計) 11ケ村 479ba

開発計画では､開発可能面積は合計1 1ケ村､ 47 9baであり､事業の内容はMAY
O村にある既設低ダムのリハビリティション､ KODA村､ Grand-ZATTRY

村 地区に低ダムの新設､圃場整備､開墾などからなっている｡

2. 3. 5 潅概施設の現況

この地域の潅概施設は1 9 72年頃､ SODERI Zによって､建設､維持管理された
が一部を除いて機能していない｡その原因はSODERI Zの解散に伴って,十分な維持
管理がなされなかったこと,資金力の不足ですべての施設が完成しなかったこと､施設が

老朽化したこと､計画当時,十分な調査が行なわれなかっために,構造的に欠陥があるも

の､あるいは一応施設が整備されていても潅競技術に対する農民の訓練が不十分であるも
の等である｡ C I DVではこれらを水田稲作の開発の重要課題としているが様々な問題が
あり､遅々として進んでいない｡

そこで,この地域でその機能を回復と改良を行なうために､これらの潅故施設のリハビ

リティション,それに加えて､米を増産するために小規模な低地の水田開発(圃場整備と
開墾)
､アクセス道路の整備等を行なうことが求められている｡

なお,これらは,小規模であるため,政府及び部落単位の農民による維持管理が完成後

も可能であると思われる｡事実､その実現例をソプレ県のSangare地区でみること
ができた｡

2
_
4 本プロジェ ク トの:事業概要

｢コ+国の南西部地区ササンドラ川中下流域に包含されるソプレ県､ササンドラ県の2

県に農村について米の生産の増大と安定化､生産の多様化が図るために,散在する既存の
耕作地(水田)及び新たに開発可能と思われる水田､約1. 1 00baを対象に既存の潅
故システムの整備,農地の圃場整備及び開墾などの農業生産の基盤整備のためのフィジビ

リティスタディーを実施する｡

なお,具体的な事業の内容は次の通りである｡

一 既存の水利施設のリハビリティション等

既存の低ダム､堰､分水工のリハビリティション,新規低ダム(3ケ所)の建設を行な

い､用水不足を補い､水稲の二期作を実現する｡ なお,本プロジェクトによる施工ケ所

は約20ケ所である｡

- 圃場整備

用水､排水不良を解消するために､圃場整備を行なう中で,用水制御のための水利構造
物の建設,潅概用用排水路網の整備を行なう｡具体的には用水制御のための水路構造物(

P. F. E)の建設,耕地内の農道の整備｡なお､計画対象面積は約700baである｡

一 関墾

海故を可能にするために開墾を行なう.なお､計画対象面積は約400haである｡

- アクセス道路の整備
農産物,農業資機材の凍入,澱出を効率的に行なうために圃場までのアクセス道路を整
備する｡なお,計画対象延長は約7. 500mである｡

(開発効果を確実にするためにこの関連事業が必要である｡ )
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PROJET COMMUNAL ; BAS-PONDS RIZtCOLES DE SOUBRE
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表-2-19
”on du village

ソプレ県稲作基盤整備計画概要衰.
Surr8Ce POtentiellc
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8. KODA
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r. YA8AYO

g. BAGOLI亡8UA

h. GRAND-ZA††RY
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J･
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2
ー
5 本プロジェ ク トの効果

本プロジェクトは地域農民の生産の基盤整備を行なう中で農業生産の増大による関係農

民の所得向上を目的としたものである｡それに伴って次のような効果が期待できる｡

- 農業の生産基盤を整備に伴って米の生産の増大と安定化､生産の多様化が図られ,
農民の所得の向上にも役立つ｡

-

青年農民の育成及び農村の定着が図られる｡

一 国内で増加する米の需要に応えると共に,輸入代替による外貨の節約が図られる｡

一 内陸の小渓谷の低平地-凹地(Bas fond s)の水田開発のモデルをつくる
ことができる｡このことにより｢コ+国襲いては西アフリカの低平地-凹地の水田開発の

モデルを模索することができる｡

一 本プロジェクト(主に,リハビリティション事業)は新規開発事業よりも投資額が

少なく効果が大きい｡
- 伝統的農業の担い手である小農,小規模な部落を対象とした事業であり事業の効果

が広く波及される｡

一 本プロジェクトによって形成される水田の水管理システムを通じて,地域住民を社
会的に組織化する｡

一

小克模な事業であるので維持管理が容易であり,部落単位の維持管理が十分可能で
ある｡

2 _ 6 総合所見

｢コ+国はココア､コーヒー等の輸出と製造業の発展に近年めざましい経済成長を成し

遂げてきた｡しかし､現在､ココア,コーヒーの価格の低迷等によって経済は停滞してい

る｡その経済発展と歩調を合わせ､ 1 9 60年以降年平均4. 6%に及ぶ人口の増加,移
民の流入,農村人口の都市への人口流入に伴う人口増加して来たことによる人口の急増に

伴い米の消費量は増大している｡

そのため､国全体としては食塩不足の現状にあり､また,同国の冶輸入額に対する農産
物のウエイトは高い｡特に米については現在国内消費量は約4 7万トンであり,その約5
0%を輸入に依存している｡

従って､ ｢コ+国政府は食糧の自給化政策の戦略として米作の拡大を選択し農業開発を

車力に推進してきている｡そのために,既存の耕作地の潅概システムを整備しと共に新た

に水田開発等を行ない土地の利用率を高め､自給率を高める必要がある｡
今回調査の結果､本計画では次の効果が期待される｡ (∋本計画地区の谷地田(Ba s

f ond s)として開発ポテンシャルが大きいと考えられる｡ (塾本計画地区の農業開発は
｢コ+国及び酉アフリカの谷地田(Bas ∫ ond s)開発モデルとなることが期待さ
れている｡ ③本計画によって既存の耕作地の潅概システムを整備すると共に新たに水田開

発等を行ない自給率を高めることができるo ④谷地田(Bas f ond s)開発は土壌
侵食を抑制し集約的持続可能な農業技術を開発することが期待されている｡ (9本計画は主
にリハビリティションであるため新規開発より投資効果が大きく,小農､小規模な部落を
対象とした事業であり事業効果が広く波及される｡
また､ ｢コ+国政府の打ち合せの結果､本件の計画の早期実施を軽く望んでいることが
確認された｡

以上の諸条件を勘案して,本案件をフィージビリテイ･スタディとして実施することを
提言する｡

2
ー
7 開発計画

2. 7. 1 開発基本調査構想
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1)調査の背景
｢コ+国はココア､コーヒー等の輸出と製造業の発展に近年めざましい経済成長を成し

遂げてきた｡しかし,現在､ココア,コーヒーの価格の低迷等によって経済は停滞してい

る｡その経済発展と歩調を合わせ, 1 9 60年以降年平均4. 6%に及ぶ人口の増加,珍
民の流入､農村人口の都市への人口流入に伴う人口増加して来たことによる人口の急増に

伴い米の消費量は増大している｡

そのため､国全体としては食糧不足の現状にあり､また,同国の捻輸入額に対する農産
物のウエイトは高い｡特に米については現在国内消費量の鮒5 0%を静入に依存している
○

従って, ｢コ+国政府は食程の自給化政策の戦略として米作の拡大を選択し農業開発杏

強力に推進してきている｡そのために,既存の耕作地の潅概システムを整備し,と共に新
たに水田開発等を行ない､自給率を高める必要がある｡

2)調査の目的
本計画はコートジボアール国の農業基本政策である農業の近代化の優先,具体的には,

若い農民の育成､食獲の自由化､農村の機械化､食糧流通の改善等を重視する方針を踏ま

え,同国の地域開発のモデルとなることが期待されている｢ササンドラ川流域谷地田(B
a s ∫ ond s)開発計画+を策定することを目的とする｡
この計画の策定にあたっては､政府の農業政策等を踏まえ､以下の点に十分留意する必
要があると考えられる｡

- 食粗増産:同国の農業政策である食塩自給率,特に米の自給率の向上に寄与するた

め,既存の耕作地区の潅概システムを可能な限り整備すると共に新たに水田開発をする必
要がある｡

一 既存の潅競システムを整備:政粁の農業近代化政策に沿って,潅就農業を導入する

｡そのために,潅渡システムを建設,既存の潅競システムを整備する｡特に,低ダム､水
利構造物に重点を置き整備する必要がある｡

- 農地の圃号室備及び開墾計画:計画策定にあたっては,地区内の土地資源及び水資
源調査に基づき開発ポテンシャル評価を行い､これらの最も効率的､経済的な整備の方針

をたてる必要がある｡

一 低ダム計画:既存の低ダム(溜池)の整備に加え､数ケ所に潅蔵の低ダムの建設も
検討する必要があると考えられれる｡従って､低ダム建設計画立案に必要な調査を実施す
る｡

3) 調査対象地区

調査対象地区は､ササンドラ川中下流域に包含されるソプレ県､ササンドラ県に散在す

る既存の耕作地(水田)及び新たに開発される水田の計,約1, 1 00baを対象とする

0

4) 調査範囲
本基本計画の策定に必要と考えられる業務範拭は以下の通りである｡

(1)現地調査

① 既存資料及び情報の収集と検討

一気象及び水文･
-土壌､土質,地質

一農業
一土地利用

一社会経済及び農業経済(農業支援組織)
-かんがい･排水

一上位及び関連計画
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②

③
㊨
⑤
@

(◎
(2)

気象及び水文調査

農業及び土壌､土質調査

かんがい･排水調査

社会経済及び農業経済(農業支援組織)調査
実施計画の立案
プロジェクトの評価

地形図の作成

5)調査期間
調査期間は,地形図作成期間6ケ所を含め､ 2 0ケ月が必要と見積もられる｡
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3
ー =ン=ゴ人民共和国
｢プ-ノレ県農村開発計画+

3
ー
1 =コニ/=ゴ人民共和国の概要

3. 1. 1 自然環境及び社会経済

1) 位置

コンゴ人民共和国(以下｢コンゴ国+という)は､中央アフリカに位置する､ウインナ

ー･ソーセージに近い形状を有した国で､酉はガボン､カメルーンと,また北は中央アフ
リカ,東はコンゴ川(別名｢ザイール+という)を墳にアンゴラ,ザイールとそれぞれ国
境を接し､南は大西洋に面している｡面積は342, 000kdである｡

2) 気象

気象は､典型的な熱帯性気候帯で寡雨高温多湿であり,年平均気温は2 5o C前後で平

均降水量は約1 2 0 0mである｡南西部はステップ気候帯で年降水量は1 2 00皿m-1 7

oo皿,乾期は5-9月であり､気温の変化は4-6o Cである｡中央部は亜熱帯性地帯
帯で年降水量は1600-1800皿,乾期は短く1-3月であり､気温の変化は1. 5
o

cである｡国土の3分の1を占める北部(赤道のちょうど南から)は熱帯雨林性気候帯

で年降水量は1600-1800m,乾期はなく､気温の変化は2-2. 5o Cである｡

植生状況は森林とサバンナの二つの基礎的カテゴリーに分かれる｡国の3分の2は表面

を森林地帯に､残りの3分の1はサバンナ地帯に覆われている｡全体に台地及び河岸平野

ではステップ性の草原や潅木林が主体をなし､一部に熱帯雨林性の原生林と濯木林が相互

に入り組んでいる｡

3) 地形

地形は4つの自然地域に区分される｡海岸平野は南大西洋海岸とクリスタル山の山東に

沿って約10, 360k丘､ニアリ谷は南中央にあり約51, 800k点､国の中で最も肥沃

した土壌を含んだ土地である｡中央高原は高原となだらかな起伏の平原であり約1 2 9,

500ki､コンゴ盆地は北部にあり,約155, 400kiである｡また､その低地は平地

､湿地谷そして熱帯雨林とその高地はサバンナからなっている｡大半がコンゴ川の右岸に
広がる準平原であり､南西部の河岸平野を除けば,全体的に標高2 00mから800mの

､平坦ななだらかな起伏のある地形を呈している｡
また,ニアリ谷､河岸平野をコウイロウ川が刻み,南大西洋に､台地､平地を甫からレ
フイニ川､アリマ川,リクアラー川,サンハ川という河川が刻み､コンゴ川へ注いでいる

｡アフリカ全体の中でも水資源が豊富なところとなっている｡

4) 人口

人口は1960年独立以降､平均年率2. 7%で増加してきておリ1988年で2, 1

14, 997人と見積もられている｡なお､人口分布は大変偏在しており南部の30%の
広さに人口の70%が集中している｡ 1988年､都市人口は全体の約52%であり,ブ

ラザビル､ポイント･ノイルだけで1, 009, 056人､全人口の約48%に達して

いる｡近年,農村人口は着実に減少する傾向があり､都市人口はますます増大する傾向が
ある｡これは,政府が生産とマーケッティングを改善するために, Village Ce

nt e ∫ sを設立し､農民をグループ化する政策の進めていることによるものである｡
部族の中で最も大きなグループはコンゴ族で人口の4 8%を占めている｡その半分は南
部に住んでいる｡次に大きなグループはケケ族で人口の2 2%を占め､ブラザビルの北､

プール県の北部等に住んでいる｡ムボシ族は人口の1 3%を占め,特にキュベット県に多
い｡
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5) 経済
経済は, 1960年に独立し1968年以降社会主義経済に転向した｡その後､ 198

o年の石油生産量はアフリカ諸国の中で7番目になり,石油経済によって年率6. 2%の

順調な経済成長を達成してきた｡ 1 980年代に入ってマイナスに転じている｡これは,

コンゴ国経済の根幹をなす石油価格の国際的な低迷とドルの下落､公的対外債務の累積に
よるものである｡そして､今だにもとの水準までに回復できない状況にある｡
なお､ 1 9 8 8年の経済状況は､主要輸出産品である石油は国際価格が引き続き低迷し

ているため､実質経済成長率はマイナス､また,財政赤字は拡大しており､政冊は財政赤
字削減のため引き続き公共投資を抑制し､開発政策として歳入源の見直しをしている｡今

日,政府は公的対外債務の削減と国立企業の健全化のためP. A. S (構造行動計画)を

行なっている｡最近,この国は経済問題で社会主義のメリットを考えた新しい方向付けす

ることに悩んでおり､社会主義を持続しているにもかかわらず､政府は個人的所有を許し
農民にインセンティブを与えるなど経済の自由化に向けて動いている｡そして､農業をよ

みがえらせるために小農の活性化に高いプライオリティを与えている｡

3. 1. 2 農業生産の現況

1) 農業

農業はこの国の経済において役割は小さい｡国内稔生産(GDP､ 1 988年)に対す

る農業のシェア-は8. 3%,畜産のシェア-は0. 8%,食品加工業のシェア-は1.

4%になっている｡これは鉱業と輸送が支配的な分野であることの事実に加え,農業の経
済的役割が小さいことによるものである｡

農業就業人口(1988年)･は831. 134人で全人口の39%､耕地面熟ま655

, ooobaで全国土面積の1. 5%に過ぎない｡耕地の30%が単一栽培で残りの70

%が複合栽培である｡なお､単一栽培の大部分がマニヨツクである｡
農業は,大きく商品作物生産と食程作物生産に分類することができる｡商品作物として

重要なものは,コーヒー､ココア､タバコ,オイル･パームであり､食瞳作物としては､

三ニヨツク(キャッサバ) ､プランティン･バナナ､ヤムイモ､スウィートホテト,栄,
旦,フルーツ,野菜が生産量の大きなものである｡

2) 農産物の生産
(1) 食糧作物の生産

この国の最も重要な食樫作物はマニヨツク(キャッサバ)で伝統的に全国で広く栽培さ
れており,プランティン･バナナが最も好まれている最北部を除いたすべて地域で生産さ

れている｡プランティン･バナナはほぼすべての地区で栽培されている｡ヤムイモ,スウ

ィートホテトはまた広く栽培されている｡米はニアリ県のMos sendj o,プール県

のKinda皿ba,キュペック県のEwo､ Boundj iで栽培されている｡フルー

ツはサバンナの谷や森林で､野菜は谷間と都市近郊の川沿いで栽培されている｡なお､栽
培面掛ま表-3-1のようである｡生産高は比較的低い｡キャッサバはha当り絶った7
. 9-9. 4t,ヤムイモはba当リ4. 8t､米はba当り1. 4-1. 8tになって

いる｡農業生産は最近の人口増加に歩調を合わせ増加していないため､コンゴ国の食糧需
要と供給のバランスは崩れてきている｡最近の都市の増大した食物需要は特にパンのため

の小麦粉､肉などの輸入によって補っている｡政府は国営農場と牧場をつくることによっ

て都市における食樫不足問題を解決しょうとしているがその試糾ま成功に至っていない｡

(2).商品作物の生産

商品作物としてコーヒー､ココア､サトウキビ､ピーナッツ,栄,タバコ等が栽培され

てきた｡コーヒーはリコウラ､ボウエンザ､リコウモー,ニアリ県等が中心となっている
｡ 商品作物は生産と流通を担当した国立の企業の管理が悪かったために,しばしば停滞
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農業生産(商品作物) (1978-1988)
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してきたが,最近,政府の商品農業の健全化及び再生化政策により発展してきている｡そ

の例はボウエンザ県の砂糖生産,落花生油の生産,サンガ県のOue s s oではパームヤ

シの栽培に見られる｡なお､このパームヤシのプロジェクトの目標は5000baの面積

のパームヤシの栽培(植林)と採油場の建設による地方開発である｡その計画の実施はサ

ンガパーム社という国立企業とソブインコ社(フランス)の協力によって行なわれている
｡ コーヒーとココアは1978年に設立されたOCC公社(Office

de ca

cao e t du cafe)によつてコーヒーとココアの栽培面積は拡大され,サン
ガ県で盛んに行なわれ生産量も再び上昇してきている｡
タバコは伝統的にケケ族によって高原地方で栽培されてきたが,近年､ OCT公社(Of
fice congolais du t

abac)の庇護を受け栽培されてきている｡

3) 牧畜

コンゴ国の牧畜は中央アフリカの近隣諸国と異なって､技術的にも経済的にも成功して
いるとは言いにくい｡畜牛については二つの問題がある｡ひとつはツエツエバエの問題で
あるがこれはツエツエバエに強い品種の導入によって解決された｡他の問題は国営牧場の
管理と技術面での不足である｡なお,コンゴ国の牛の頭数は1 9 88年9400頭と兄貴

もられているがそれらの3分の2は国営牧場で育てられている｡肉の生産はまだ需要の一
部を満たしているに過ぎない｡羊と山羊の飼育は小農の経済活動の一部である｡これには

特別な問題はない｡政府は1 9 7 8年国の牧畜の開発プログラムを促進するために牧畜と

肉の生産の販売とマーケッティング組織を設立した｡

4) 漁業

コンゴ国の海水と淡水の漁業の開発ポテンシャルは大変大きい｡だが､未だ未開発の状
態である｡この原因は政府が漁業に対して関心が少ないことと開発政策がないことによる

と思われる｡それに加え,漁港の整備が遅れていることなどによるものである｡

コンゴ国では消費される魚は輸入に頼っていて､
1 9 8 8年の魚の輸入額は冶輸入額の

1 5. 6%を占めるに至っている｡それを禰うため,海水漁業の部門では､商業親漠で遠

洋漁業が最近,ひとつの公的そして三つの私的企業で始められた｡淡水漁業は国の様々の
河川,特にコンゴ川とウガンギ川で小規模な漁師によって行なわれている｡熱帯の漁村で

は魚を保存するのに冷蔵庫がないことから腐りやすくダメになりやすい｡キュベット県の
Mo s s akaでは魚の薫製が行なわれている｡最近政府によって､協同組合による養魚
池でテラピアの養殖が試みられている｡このプロジェクトが成功するためには,養魚池の

設計と魚の飼育に多大な技術援助が向けられなければならない｡

3. 1. 3 農業の課題

コンゴ国における農業の発展は､特に小農の分野において以下に記述する問題によって
厳しく妨げられている｡

1) 環境と耕作状態

(1)土地

農業的発展を阻害する基礎的要因の第一は土壌である｡コンゴ国の土壌は先天的に壊れ

やすく,非肥沃であるために､集約農業を永久に支えることはできない｡第二に､潅故施

設がないために､単一栽培に限定し､長い乾期に直面したとき,移しい被害を受けること

･になる｡第三の要因は害虫や病気のために重大な収穫物の被害である｡
8-1 2月の高温

､多雨の気候は害虫や病気を増殖するために良い環境を提供する｡
従って,農業生産の安定化を図るために潅概施設の導入を図る必要がある｡

(2)耕作者

農村からの青年が流出し､農村で農業を担う人が少なくなってきていることである｡農
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村からの青年の流出は歴史的な現象ではあるが近年より早いペースで進んできている｡そ

して,都市に新しい社会的,経済的な問題をつくり出してきている｡また,青年は年長者

による伝統的な家系システムの束縛から自由を求めて逃れようと試みる｡また,伝統的な

社会の中では主要産物の食塩の生産には女性が携わり,男性は食草の生産に必要ではなか
つたことの労働の伝統的性的区分は,農村から青年(男性)が流出する要因であるように
みえる｡その他の要因は独立以来加速化してきたところの植民地開拓の持続した影響によ
るものである｡

2) マーケッティングの状況

｢農家の余剰作物の収集､貯蔵,輸送､加工および小売のための収穫後処理システム+

をここでは｢マーケッティング+と呼ぶ｡コンゴ国では現在､三つの農業的マーケッティ

ングシステムがある｡それは､小規模の食橡商人のマーケッティングシステムとマンゴー
のような特殊なフルーツを輸出する少数のヨーロッパ人農民のマーケッティングシステム
と農民自身が売買するマーケッティングシステムである｡また,国のマーケッティングは

5つの鼠織によって成り立っている｡
(1) OCV (Of fic e d e Cult ur e s Vivrie r e s)
この機関は1 9 7 8年に設立され,国営農場で生産された食橡を扱うと同様に全ての食
糧のマーケッティングに責任を持つている｡

(2) OCC (Of fic e d e Cac ao e t du Caf
e)

この機関は農民が生産したココアとコーヒーのマーケッティングと販売に責任を持つて
いる｡

(3) RNPC (Re gュe National de s Palme ∫ a主e s d

u Cong o)
この機関はパームの生産とマーケッティングに責任を持っている｡
(4) OCT (Of fice de Congolais du Tabacco)

この機関はタバコの生産とマーケッティングに責任を持っている｡
(5) OCB (Of fic e d e Congolais du Bo主s)

この機関は木材の生産とマーケッティングに責任を持っている｡
最近, OCVは財政問題と管理問題に因っている｡表-3- を見れば明らかなように

食糧を扱う能力が減退してきている｡それは収集する車が少ないなどマーケッティングの

欠陥によるものである｡

-3)
マーケッティングの阻害要因

(1) 貯蔵施設の不足

貯蔵施設の不足はコンゴ国における農業生産をマーケッティングを著しく阻害している

｡その結果,多量の食程が損失し､このことによって､農民を失望させるている｡このこ
とによる収穫食糧の損失は､全食糧生産の5 0%以上に及ぶであろうと言われている｡こ

れは多分貯蔵施設の不足,村から市場までの不十分な交通によって失われることによると
思われる｡

貯蔵施設の不足の問題は,肉や海産物のような腐りやすい商品を扱うことについて最大

の問題である｡

(2) 信用組合の不足

信用鼠合がないために農民がお金を借りることができない｡そのため､農機具などを買
うことができないことにより,農機具の不足から配布された種子や肥料がほとんど利用で

きないことが生じている｡また,組合からの土壌の肥沃を回復,維持する適切な技術的な
サービスが行なわれないため,農業の生産性が向上していない｡
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(3) 幹線や地方道路の未整備

コンゴ国では幹線や地方道路は大変限られた農村にしか整備されていない｡アクセス道
路の不足は農業生産のマーケッティングの発展を阻害するばかリではなく生産のインセン

ティブを与えることをも停滞させている｡道路が未整備な場合,農民が村に､農産物を集
荷するのにも､また､種子を効率的に配布すること(種子が必要な雨期の間,多くの道路

は通行出来ない)等の時にも,重大な損害を被っている｡

その結果､農民を失望させる｡この間題の解決策は現存する幹線道路の改善と地方のア
クセス道路の建設である｡しかし,道路の建設は大変お金と時間がかかるのでなかなか進

まないのが現実である｡
今､都市に近い,いくつかの高地を拓くために農村のアクセス道路の建設が求められて

いる｡また､道路問題の長期的な解決策は道路を維持するための初等及び中等の修培機能
を建設することであり,修理する技術者と機械工の訓練,また､車両の点検と定期検査の
技術教育を行なうが必要である｡

(4) マーケッティング調査の不足

コンゴ国のマーケッティング基礎調査が不足しているためマーケッティング情報は限ら
れている｡マーケッティングは農業発展の本質問題であることから商品の需要と供給の今
日的情報が把握されていなければならない｡国のマーケッティング組織はマーケッティン

グチェーンの各々のレベルに関係する活動,生産者から運送業者,卸売り､加工業者,小

売商,最後に消費者に繋がる流通の信頼できる情報を持つことによってマーケッティング

システムの問題を解決する糸口を明らかにすることが出来るであろう｡
たとえば､収穫作物の損失は貯蔵施設の不足､輸送手段と道路状態の未整備等による損
害が大きいことを明らかにすることに役立つであろう｡

従って,量的な質的な情報を提供するマーケッティング調査はコンゴ国におけるマーケ

ッティング状態を改善するのに必要である｡

(5) 政策の未調整
農村経済省と計画省の両者において,中期あるいは長期の農村開発の戦略,計画が未調

整の段階にあり､うまく機能していない状況がある｡また､コンゴ国における農業分野の
不十分な援助政策に加えて､生産物の販売価格は低い価格に固定されているため,農場及

び牧葛では生産が上がっていない｡これら行政上の問題は農村開発に重大な障害を引き起
こしている｡

A (6) 自然障害

自然の障害としては,低い農村の人口密度,小土地所有､貧しい交通システム､そして

貧しい土壌と不安定な天水の利用の中に見られる｡農村での低い人口密度は拡我サービス

を行なうために大きな自然的障害となっているこ なお､このような環境のなかでラジオは

重要な役割を果たしている｡

コンゴ国の農業開発の長期目標は,都市の人口の増加を養う農業生産だけでなく農村か
らの流出を抑制し,そして,農村環境を生産的､健康的なものに作り替えることである｡
その具体的課題のひとつは農場や牧場を含めてのマーケテイング状態を改善し､加えて

､石灰などにより土壌を改善し,生産性を拡大し､食振作物､果樹,漁業,家禽,木材等
を多角的な農業生産を行なうことである｡このことによって,小農の所得を豊富にするば

かりではなく労働の伝統的性的区分の束縛からの青年の流出を防止する｡二つ目の課題は
水供給,健康,住居,農村の電化､道路の改善などを行なうことによって農村の生活環境

を質的に改善することである｡

コンゴ国の農業及び農村開発における必要なプロジェクトを列挙すると､
短期的なものとしては,植林計画､農村センターの建設､青年の定着政策､畜産の飼料

栽培,協同組合の組織的構造の輯化,農民ヘの農具の支給,協同組合に農民が信用貸しが
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できるような財政的援助､マーケテイングなどの調査と農業改善のためのサービス､食物
と食糧作物の集荷改善,淡水養魚を拡張するためのサービス,魚の冷凍保存のための援助

,マーケテイングなどの調査の訓練,農村における貯蔵施設の建設とその援助､牛､山羊

,辛,家禽の飼育の援助,既存の養魚の規模拡大と新しい他の建設,
中期的なものとして第一に小作人に新しい収入を生み出す活動を供給することと長い乾
期の無作な半年を禰うために新しい商品作物を導入すること､第二に家畜のサーレジの基

礎となる飼料作物ソルガムとミュレットの高収穫品種を導入すること､第三に病虫害に強

い生産性のよいコーヒー､ココアの種の導入を図ること､第四に国の農村インフラの整備
プログラムを作成すること,第五に石灰などの土壌改善試験を行なうこと,第六に複合作
物のシステムを決定するために作付ローティションの改善を行なうこと､第七に病原菌の

広がりと予察から種子の選択方法を学ぶことなどである｡

3 .
2 本プロジ= ク ト 対象地域の現況

3. 2. 1 プール県の概要

プールという行政県は首都ブラザビルを含んでおり,他の異質である｡行政面肯は3 5

, oookliで北･北東はパテケ高原,南はカタラクト高原､西はニアリ盆地,シヤユー山
地で占められている｡プール県は東部コンゴと南部コンゴ(ニアリ盆地)の間の移行地で

首都ブラザビル道路,鉄道等の陸上交通道は大西洋への出口に当たっおり,交通の要所で

ある｡プール県は経済県で全国土1 3%を占めているが人口は全人口の4 1%を占めてい
る｡

農村人口は､鉄道の南の植林が盛んに行なわれた土地とK i nd amb a市の周辺の一
番肥沃な土地に集中している｡逆に,マッベ高原とその付近の丘陵では土地は痩せていて

人の住まない地区となっている｡人口分布は画一的でなく,農村人口はコンゴ族(8 7%
)
､ケケ族(12%) ,他族(1%)という分布になっている｡他方､首都ブラザビルの
人口はコンゴの全ての民族及び在住する外国人からなる｡プール県の県庁所在地はK i n

k a 1 aであるが実質的機能は首都のブラザビルにある｡

3. 2. 2 自然環境

調査の対象地域として､コンゴ国の南東部のブラザビルを含んだ3 5, 000kiのプー

ル県を対象とする｡土地の標高は概ね200-800mであり､コンゴ国としては中位の
標高の地帯に入る｡地質は第三層の砂岩,ケイ質砂岩がほとんどを占めている｡土熟ま粘
土質砂土あるいは砂土の黄土の土壌である｡河川沿いの低地には砂土としてフルピソルが

ある｡気象について､年間降水量は1, 200mm-1, 700m皿前後で, 4-5月が雨季

にあたり､雨のピークは3-5月と10-12月に現われる｡月平均気温は23-25o
Cの範囲に入る｡植生は熱帯性サバンナ林が占めている｡

3. 2. 3 農業の現況

プール県内の栽培面積は3 6, 3 04baであり,全栽培面積の釣23%を占めており

食程作物であるマニヨツク(キャッサバ)
,ヤムイモ､とうもろこし,米､ラッカセイ､

野菜､果樹､バナナ等が主に栽培されている｡商品作物のコーヒー､ココアなどはほとん

ど栽培されていない｡食程作物の栽培は､ほとんどが伝統的な天水利用の焼畑農業に依存

しており収量は一般的に極めて低い｡その上､降水量によって収量が大きく左右されるた

め不安定である｡また,貯蔵施設が不足,道路等社会的インフラが未整備なために集荷損
失が多く多量､多額な食糧の損失を招いている｡
プール県にとってブラザビルとポイント･ノイルの市湯はとっても重要であり､この市

掛こよってこの県農牧場業は方向付けられていると言っても過言ではなく､事実､この県

の農業生産物の都市への食程供給の割合は3/4を占めている｡
従って､プール県はコンゴ国において最も重要な農業地域である｡しかし,輸出のため

の農業は低迷している｡そのため,最近,この県では家畜と淡水養魚(テラピア)の養殖
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などに力を注いでいる｡その中で､マッベ高原のサバンナの植林計画とオジバの牧場プロ
ジェクトでは成功してきている｡なお､この県ではブラザビルを除いてあまり他の産業は

あまり発展していない｡
プール県では､例えば､キャッサバの収穫の29%,落花生は28%､トウモロコシは
2 3%を占めている｡最初の2つの煮物のは国中で最高である｡
なお,プール県のレフェニ川等の流域は水資源が豊富な地域で在りながら潅概施設はな

く食撮(栄)の生産はほとんどが天水田によるものであり,生産を不安定なものになって

いる｡ この地域の人口(ブラザビルを除く)に占める農業人口の比率は82%であり,
全国の平均となっている｡これはこの地域が農業に大きく依存する社会であることを示し
ている｡

3- 3 本プロジ干クトの事業概要

この計画では､第一に農村の農業の生産性の向上と生産の安定化を図るために､農業(
農産加工､潅蔵施設を含む)

､畜産､漁業(淡水養魚)についてのモデルインフラ,第二
に農産物の輸送体制の整備を図るために道路､農産物の集荷(貯蔵)施設の建設､第三に
農村の生活環境を改善するために生活用水の供給等を含んだ農村開発計画のマスタープラ

ンを作成する｡その中で最優先の事業のフィジビリティスタディを実施する｡

3
ー
4 総合所見

コンゴ国は石油と天然ガスと木材等の輸出によって近年めぎましい経済成長を成し遂げ
てきた｡しかし､現在､国際価格の変動が同国の経済に大きく影響し安定した経済発展が
発しい状況にある｡一方,農業就労人口が国民の4 0%にもかかわらず低い生産性と土地

資源の未開発により食糧の自給が達成できず翰入に頼っている｡また,同国では農村人口

の都市への流出率が著しく､都市の集中率は全人口の半分以上となっており,産業なき都
市化現象が生じ大きな社会問題となっている｡コンゴ国の1 9 8 2-8 6年の径済開発5

カ年計画では食程の自給体制及び農村の過疎化対策がかかげられ､今日も引き続き実行さ
れている｡

従って,同国では第一に,増大する都市の食程を確保するため､第二に､農村から都市

への人口流出を防止するため､都市周辺部での農村の生活環境を整備し､第三に雇用の機
会の増大を図ることによる人口の分散を図るため､政策を車力に推進してきている｡

'とりわけ､首都ブラザビルを含んだ周辺の農村(プール県)の農村開発計画､具体的に
第一に農村の農業の生産性の向上と生産の安定化を図るために,農業(農産加工を含む)

,畜産,漁業(淡水養魚)についてのモデルインフラ,第二に農産物の輸送体制の整備を
図るために道路,農産物の集荷(貯蔵)施設の建設､第三に農村の生活環境を改善するた

めに生活用水の供給等を含んだ農村開発計画を策定することが緊急且つ必要となってきて
いる｡

また､コンゴ国政府の打ち合せの結果､本件の計画の早期実施を強く望んでいることが
確認された｡

以上の諸条件を勘案して､プール県の農村開発計画のマスタープランを作成し､その中

で最優先の事業のフィジビリティスタディを実施することを提言する｡

3
ー
5 開発計画

3. 5. 1 開発基本調査構想

1) 調査の背景
1 9 8 2-8 6年の経済開発5カ年計画では食塩の自給体制及び農村の過疎化対策がか
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かげられ､今日も引き続き実行されている｡元来,コンゴ国は石油と森林に依存した経済
構造のため､国際価格の変動が同国の経済に大きく影響し安定した経済発展が難しい状況

にある｡一方,農業就労人口が国民の4 0%にもかかわらず低い生産性と土地資源の未開

発により食程の自給が達成できず輸入に頼っている｡また,同国では農村人口の都市への
流出率が著しく､都市集中率はアフリカで最も高く全人口の半分以上はブラザビルとポイ

ント･ノイル市の間に居住して,産業なき都市化現象が生じ大きな社会問題となっている
○

従って,同国では第一に,増大する都市の食程を確保するため,第二に､農村から都市

への人口流出を防止するため､都市周辺部での農村の生活環境を整備し雇用の横会の増大
を図ることによる人口の分散を図るため､ブラザビルを含んだプール県の農村開発計画を
策定することが緊急かつ重大な課題となっている｡

2) 調査の目的

本計画の目的はプール県を対象に,農業生産性の向上と生産の安定化を図るために､農

村の生活環境を整備などを通じて総合的な農村開発を図ることにある｡計画策定にあたっ

ては､国家政策との整合性を図るとともに,以下の点に留意する必要がある｡

- 小農の援助､青年農民の土地定着奨励のため,これら農民の意向をできる限り取り

込んだ計画を策定する｡
-

マーケッティングの改善するため,道路､農産物の集荷(貯蔵)施設の建設し,農
産物の輸送体制の整備を図る｡

- 農村の農業の生産性の向上と生産の安定化を図るために,農業(農産加工,潅渡地

設を含む)
､畜産,漁業(淡水養魚)についてのモデルインフラの導入を図る｡

- 実際的な土地利用計画を策定するため,水資琴,土地資源､人的資源の調査をする
○

一 同国の農村の地域開発のモデルとなる計画とする｡

この計画の策定にあたっては､政府の農業政策等を踏まえ,以下の点に十分留意す
る必要があると考えられる｡

3) 調査対象地域

調査対象地区は,プール県に含まれるkindamba, Mayama､ Ngabe､

Mindouli, Kinkala,Ngamaba､ Bokoの7郡の35, 000kli

のプール県を対象とする｡

L4)
調査の範囲

本基本計画の策定に必要と考えられる業務範囲は以下の通りである｡
(1)現地調査

一 自然条件(航空写真撮影による地形図､土地利用図)

社会条件

農業条件(マーケッティング)

生産基盤条件(道路)
農村インフラ条件(貯蔵施設,飲雑料水)

(2)国内作業

土地利用計画

農業開発計画
生産基盤整備計画

農村生活基盤整備計画

事業実施計画

維持管理計画
事業便益費用の算定

事業評価
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5)調査期間
調査期間は､地形図作成期間6カ月を含め､ 2 0カ月が必要と見積もられる｡
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President of the Republic : President of the Congolese wor°ers party

Prime rbinister : Chief of state (Council or cabinet) Head of the Government

の

CJ1

HiTlister of Rural Development and youth

Minister of Econornic, Planning

班inister of Forestry

Minister of Foreign Affairs

凹inister of Health and social Welface

凹inister of Financ占 and Budgeting
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児別人口(19B2-1988)

POPULATION DES REGIONS ET COMMUNES

DE 1982 A 1988

ANNEES

REGIONS
1982(2) 1983(2) 1984(2) 1985(1) 1986(1) 1987(1) 1988(2)

KOUILOU 67.569 69.913 72.340 74.870 76.712 78.697 81.427

NIARI 112.385 116.284 120.320 124.472 126.981 126.294 130.706

LEKOUHOU 61.708 63.849 66.065 68.287 69.093 70.168 72.544

BOUENZA 136.000 140.718 145.602 150.603 154.067 158.270 163.699

POOL 166.509 172.285 178.266 184.263 185.663 187.819 194.366

PLATEAUX 98.940 102.373 105.926 109.663 111.001 112.738 116.747

CUVETTE 122.555 126.806 131.208 135.744 137.888 140.556 145.510

SANGHA 41.713 43.161 44.659 46.152 46.864 47.756 49.490

LIEOUALA 44.644 46.192 47.796 49.505 51.846 54.342 56.258

TOTAL 852.023 881.581 912.182 943.559 960.115 976.640 1.010.747

BRAZZAVILLE 528.831 574.176 556.170 585.812 616.320 648.239 670.448

POINTE-NOIRE 265.622 274.836 284.377 294.203 310.491 327.316 338.608

LOUBOMO 44.299 45.836 47.427 49.134 51.414 53.912 55.835

NEA¥Ⅰ 32.923 34.065 35.247 36.540 37.159 37.942 39.339

TOTAL 1.723.698 1.783.494 1.845.403 1.909.248 1.975.499 2.044.049 2.114.977

Sources : (1) Centre National de la Statistique et des Etudes Economiques.

(2) Direction de la Statistique Agricole (estimations).



義-3-2

の

〔〉⊃

伝統的農家の推定(1983-1988)

ESTI凹ATTON DES EXPLOITATIONS AGRICOLES TRADIT10NNELLES

DE 1983 A 1988

Regions 1983 1984 1985 1986(1) 1987 1988

Eouilou 10.333 10.691 ll.065 ll.277 ll.631 12.034

Niari 16.090 16.648 17.222 17.839 17.475 18.085

L占koumou 10.596 10.964 ll.332 ll.701 ll.644 12.039

Bouenza 22.856 23.649 24.461 24.503 25.706 26.588

Pool 26.816 27.747 28.681 29.011 29.234 30.253

Plateaux 15.970 16.524 17.108 17.080 17.587 18.212

Cuvette 19.021 19.681 20.361 20.411 21.083 21.826

Sangha 4.600 4.760 4.919 5.006 5.090 5.275

Likouala 5.823 6.025 6.240 6.407 6.849･ 7.092

CONGO 132.105 136.689 141.389 143.235 146.299 151.404

SOURCE : Direction de la Statistique Agricole:

(1) Recensement Agricole 1985 - 1986.
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農家人口の推定(1983-1988)

ESTTMAT10N DE LA POPUl+AT70N r)ES EXPLOITATIONS AGfHCOLFS

DE 1983 A 1988

Regions 1983 1984 1985 1986 1987 1988

Eouilou 54.765 56.662 58.645 60.013 61.644 63.780

Niari 93.322 96.558 99.888 103.658 101.355 104.893

L占koumou 52.980 54.820 56.660 59.060 58.220 60.195

Bouenza 123.422 127.705 132.089 133.441 138.812 143.575

Pool 142.125 147.059 152.009 153.003 154.940 160.341

Plateaux 94.223 97.492 100.937 100.715 103.763 107.451

Cuvette 110.322 114.150 118.094 117.441 122.281 126.591

Sangha 23.920 24.752 25.579 26.263 26.468 27.430

Likouala 30.280 31.330 32.448 33.614 35.615 36.878

CONGO 725.359 750.528 776.349 787.208 803.098 831.134

SOURCE : Direction de la Statistique Agricole.-
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農業･救畜の国内総生産(1978-1988)

PRODUIT INTERIEUR BRUT DE L'AGRICULTURE ET DE l}ELEVAGE

DE 1978 A 1988

Unit占: Millions F CFA.-

ANNEES

BRANCITES

D'ACTIVITES

1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986

*

1987

**

1988

AGRICULTURE(農業) 23.695 27.374 29.718 30.981 36.714 37.168 42.416 47.627 49.157 53.224 54.954

ELEVAGE(牧畜) 1.832 1.899 1.947 2.090 3.945 4.407 2.568 2.793 3.263 5.216 5.052

三ご?:≡:芸三言RE(食品工業)3.138 4.724 4.726 7.220 3.408 8.151 10.219 12.746 10.840 ll.366 9.564

PIBCONGO

(コンゴ国の国内総生産)
198.306 254.069 360.397 541.706 710.020 799.245 958.509 970.850 640.407 689.753 661.078

Unite : Poureentage

ANNEES

BRANCHES

D'ACTIVITES

1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988

AGRICULTURE(農業) ll.9 10.8 8.2 5.7 5.2 4.7 4.4 4.9 7.8 7.7 8.3

ELEVAGE(牧畜) 0.9 0.7 0.5 0.4 0.6 0.6 0.3 0.3 0.5 0.8 0.8

INDUSTRIEALIMENTAIR

(食品工業)

1.6 1.9 1.3 1.3 0.5 1.0 1.1 1.3 1.7 1.6 1.4

CONGO 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 loo.0

* : chiffres semi-definitifs

** : Chiffres provisoires

source : centre National de la Statistique et des Etudes Eeonomiques (C.N.S.E.E.)
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県別栽培面積(1983-1988)

SUPERFICIES CULTIVEES PAR REGION

DE 1983 A 1988

Unit占: Bectare

(e) (e) (e)
1986

(e) (e)
1983 1984 1985 1987 1988

Eouilou 7.853 8.125 8.409 8.015 8.839 9.146

Niari 17.699 18.313 18.945 18.540 19.222 19.894

Lekounou 13.351 13.814 14.279 13.556 14.672 15.169

Bouenza 26.056 26.960 27.886 29.169 29.305 30.311

Pool 32.179 33.296 34.417 33.070 35.081 36.304

Plateaux 13.415 13.880 14.370 13.428 14.773 15.298

Cuvette 14.456 14.958 15.475 14.168 16.023 16.588

Sangha 4.570 4.722 4.795 5.188 4.886 5.064

Likouala 5.532 5.724 5.928 6.571 6.507 6.737

TOTAL 135.111 139.■792 144.504 141.705 149.308 154.511

SOURCE : RECENSEHENT AGRICOLE 1985-1986

DIRECTION DE LA STATISTIQUE AGRICOLE
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マニヨツク(キャッサバ)の栽培面積と生産の推定(1983-1988)
EST7MATTON DES SUPEfiFTCIES CULTIVEES ET DE IJA PRODUCTION

DU MANIOC DE 1983 A 1988

UNITE : Sup. : Iiectare

Pred.: Tonne

EEGIONS

1983 1984 1985 1986 1987 1988

SUP. PROD. SUP. PROD. SUP. PROD. SUP. PROD. SUP. PROD. SUP. PfiOD.

KOUILOU 6098 33722 6309 34889 6530 36111 6224 36631 6863 37952 7102 39274

NIARI 12172 77170 12594 79846 13028 82598 12750 80835 13219 83808 13681 86738

LEEOl川OU 9534 49863 9865 51594 10197 53･330 9681 50626 10477 54795 10832 56651

BOUENZA 13468 114343 13936 118317 14414 122375 15078 128004 15148 128607 15668 133021

POOL 25653 193167 26543 199869 27437 206601 26365 198513 27967 210592 28942 217933

PLATEAUX 10635 79124 11004 81870 11393 84764 10646 79206 11712 87137 12128 90232

CUVETTE 12960 95386 13410 98698 13873 102105 12702 93479 14365 105726 14871 109450

SANGBA 940 8958 971 9254 986 9397
_1067

10168 1004 9568 1041 9921

LIKOUALA 1698 14976 1757 15497 1819 16044 2017 17790 1997 17614 2068 18240

TOTAL 93158 666709 96369 689834 99677 713325 96530 693322 102752 745799 106333 761460
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0 C Vの米の生産(1980-1988)

PRODIJCTION DES RIZERIES

DE L'0.C.Ⅴ. DE 1980 A 1988

Unite : kg

Ann6es

Produit

1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988

Paddytrait6

(処理済みの籾米)

707.297 1.774.600 1.635.835 1.539.367 594.626 64.200 703.999 613.100

Rig(米) 303.707 765.805 700.492 680.404 149.500 183.160 25.800 256.750 392.430

Brisuro(砕米) 143.285 379.557 325.010 263.627 52.150 81.600 8.400 80.850 55.760

TOTAL 446.992 1.145.362 1.025.502 944.031 201.650 264.760 34.200 337.600 448.190

Son(ぬか) 60.235 207.272 160.818 157.209 14.400 96.195 26.050 60.600 83.827

source : o.c.v. ( office de Cultures Vivrieres )
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農業生産(商品作物) (1978-1988)

PRODUCTION AGRICOLE CO凹HERCTALISEE

DE 1978 A 1988

lJnite : tonne

Annees

Produit,s
1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988

Mais(トウモロコシ) 809 5.922 4.558 4.716 6.122 4.740 5.910 3.641 2.647 1.130 1.698

Paddy(籾米)

ArachideCoque

(殻付きピーナッツ)

Arachidedecortiquee

(殻なしピーナッツ)

flaricot(インゲンマメ)

Pornmedeterre

(ジャガイモ)

Care(コーヒー)

680

1.400

65

109

2.275

3.215

1.016

32

170

751

1.737

l.689

186

157

500

2.230

1.506

109

163

967

2.202

1.868

99

238

2.112

1.393

1.983

310

462

1.260

995

3.457

237

80

509

884

644

588

217

6

258

2.362

811

1.204

337

161

322

1.298

271

588

80

3

23

975

869

192

203

10

37

981

cacao(ココア) 2.772 2.334 2.214 2.492 1.588 1.994 1.845 1.675 1.301 1.650

Tabac(タバコ) 434 615 553 400 427 121 弓84 78 90 100

Source :
-

Office des Cult,ures Vivri岳res

-

Office du Caf6 et du Cacao

- Office Congolais du Tabac
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家畜と家禽(1978-1988)

BETAIIJ ET Vo†+ATLLE DE 1978 A 1988

Unite : Tet.e

ESPECES 1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988

BOVINS(午) 48.831 53.437 60.980 62.609 68.187 73.238 65.835 67.197 70.203 69.897 68.760

OVINS(辛) ND 25.100 60.657 82.910 84.644 86.261 88.849 91.514 94.259 97.087 101.333

OAPEINS(ヤギ) ND ND 159.410 167.914 177.989 188.667 199.987 211.986 224.705 238.187 358.427

PORCINS(豚) 27.882 23.006 26.410 22.058 23.767 24.782 29.123 34.782 44.243 47.340 49.866

LAPINS(ウサギ) ND 4.500 ND 995 1.968 1.457 ND ND ND 2.780 700

EQUINS(馬) ND ND 80 80 81 84 ND ND 90 75 ND

VOLAILLES(家禽) 840.000 1.120.000 1.632.400 1.468.569 1.308.383 1.267.637 1.265.335 1.250.492 1.338.097 1.161.816 783.244

SOURCE : Direction de la Production animale.-
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養魚生産高(1978-1988)

PRODUCTION PISCICOl.E Dfミ1982 A 】988

Unit,e : Tonne

ANNEES
SECTEURD'ETAT SECTEURHI‡TE SECTEURPAYSAN

TOTAL

国立部門 混成部門 農民部門

1982 8 30 38

1983 13 35 48

1984 12 36 48

1985 19 2 40 61

1986 18 7 67 92

1987 27 14 79 120

1988 42 25 110 177

SOURCE : DIRECTION DE LA PISCICULTURE.
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食品,農産物の輸出額(1978-1988)
E‡PORTATIONS EN VALEURS DES PRODUITS AL‖lENTAIRES ET AGRICOLES

DE 1978 A 1988

Unite :凹illions ド.CFA

ANNEES

GROUPESDESPRODUITS
1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988

Animauxetvolaillesvivants(家禽) n n n 2

Viandes,volaillesabattuesetoeufs(鶏肉
と卵)

7 173 21 n n n n

Poissons(負) 6 135 180 22 304 154 479 378 373 347 372

*Produitsdelaiterieetmiel(乳製品､
蜂蜜)

1 2 4 2 1 2 4 6 4 ∩

Plantesabulbesetracines(球根植物と根) n n n n n 1 1 1

Legumes(野菜) n A n n n 1 A

Fruits(果物) 15 3 21 9 18 26 1 2 14 2

Produitsstimulants(香辛料) 1901 2263 1575 2040 1880 1519 3866 2395 1414 711 500

Epices(スパイス) n 1 n n

C6r占ales(穀物) n 3 24 20 3 6 5 1 1 n

Farinesetfeculents(粉とでんぷん質の野菜) 1 1 1 l n 49 n 1 n 1

Autresplantes(多植物) ll ll 20 17 32 41 1 n

Huilesetgraisses(油と油脂) 2 1 1 14 6 24 23 9 1 n

*Conservesdeviandesetpoissons(肉と魚
の缶詰)

2 n 2 5 1 4 10 24
･13

3

Sucresetsucreries(砂糖と甘い物) n 657 13 1014 547 611 2956 3680 2211 100 2259

Produitsdepatisserie(菓子製品) 1 1 1 1 n 3 6 4 4 1

*Conservesdelegunesetjusdefruies

(野菜と果物ジュースの缶詰)

1

n 3 n

1

1 n n

n 5
Autrespr6parationsalimentaires(他食品

調理)
6 5 1 2 2 4

Boissonsetalcools(飲物とアルコール飲料) 2 24 121 3 1 2 1 1 1 n 2

Tabacs(タバコ) 329 245 94 95 664 578 562 592 170 17 159

Engrais(肥料) 123 2 A

Produitsv岳g占tauxetfourragers(植物と

飼料作物)
a 1 22 21 1 6 1 A

TOTAL 2399 3526 2088 3253 3488 2918 8024 7116 4197 1197 3299

TOTALGENERALDESEXPOriTATIONS 26686 108462 202625 220431 326145 243821 516762 488515 268994 155438 223878

% 8.9 3.2 1.0 1.5 1.0 1.2 1.5 1.4 1.5 0.8 1.5

* REEXPORTATION

SOURCE : Direction de la Statistique Agricole.-
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食品,農産物の輸出額のパーセンテージ(1978-1988)
POURCENTAGE T)ES E!PORTATIONS EN VALEURS DES PRODUITS ALI凹ENTAIRES ET AGfilCOLES

DE 1978 A 1988

ANNEES

GROUPESDESPRODUITS
1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988

Anirnauxetvolaillesvivants(家禽) 0.2

Viandes,volaillesabattuesetoeufs(鶏肉

と卵)

Poissons(負)

0.3 4.9 1.0

0.3 3.8 8.6 0.7 8.7 5.3 6.0 5.3 8.9 29.0 ll.3

*produitsdelaiterieetmiel(乳製品､
蜂蜜)

0.1 0.1 0.2 0.1 0.1 0.1

plantesabulbesetracines(球根植物と根)

Legumes(野菜)

Fruits(果物) 0.6 0.1 1.0 0.3 0.5 0.9 1.2

Produitsstimulants(香辛料) 79.2 64.2 75.4 62.7 60.0 52.2 48.3 33.7 33.7 59.4 15.2

Epices(スパイス) 0.1

C岳r占ales(穀物) 0.1 1.1 0.6 0.1 0.2 0.1

Farinesetfeculents(粉とでんぷん質の野菜) 0.1 0.6

Autresplantes(多植物) 0.5 0.3 1.0 0.5 1.0 0.5

r[uilesetgraisses(油と油脂) 0.1 0.I 0.4 0.2 0.3 0.3 0.2

*conservesdeviandesetpoissons(肉と魚

の缶詰)
0.1 0.1 0.2 0.2 0.2 0.4 0.1 0.1

口

Sucresetsucreries(砂糖と甘い物) 18.6 0.6 31.2 15.7 21.0 36.8 51.7 52.8 8.4 68.5

Produitsdepatisserie(菓子製品) 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1

*Conservesdelegumesetjusdefruies

(野菜と果物ジュースの缶詰)

Autrespr占parationsalimentaires(他食品
調理)

0.2

0.1

0.2 0.1 0.4

Boissonsetalcools(飲物とアルコール飲料) 0.1 0.7 5.8 0.1 0.1

Tabacs(タバコ) 13.7 6.9 4.5 2.9 19.0 19.9 7.0 8.3 4.1 1.4 4.8

Engrais(肥料) 5.1

Produitsv占g占tauxetfourragers(植物と
飼料作物)

0.7 0.6 0.1

TOTAL 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100 100

* REEXPORTATION

SOURCE : Direct.ion de la Statistique Agricole.I
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食品,農産物,農具の輸入額(1978-1988)

l凹PORTATIONS EN VALEURS DES PRODUTTS ALIMENTA7RES ET AGRTCOLES

DE 1978 A 1988

Unite :凹illions F.CFA

ANNEES

GROUPESDESPRODUITS
1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988

Aninauxetvolaillesvivants(家禽) 62 27 31 25 32 8 5 n 8 5 2

viandes,volaillesabattuesetoeufs(鶏肉
と卵)
Poissons(負)

1631 2204 2031 1555 7865 2272 4095 2305 2501 3144 4371

1898 2349 2363 2919 4069 5359 9621 10282 8305 7126 5961

*produitsdelaiterieetniel(乳製品､
蜂蜜)
Plantesabulbesetracines(球根植物と根)

851 849 944 1407 1862 2ウ23 3267 3504 2799 2671 3148

68 94 99 83 170 203 249 234 242 218 341

Legumes(野菜) 34 53 57 52 108 155 285 317 398 185 196

Fruits(果物) 71 77 70 91 151 183 215 228 176 161 137

Produitsstimulants(香辛料) 145 153 183 125 217 1073 1072 1140 243 168 218

Epices(スパイス) 18 18 17 19 28 52 76 36 44 46 31

C6r占ales(穀物) 439 748 915 1194 2891 2201 1794 1983 2393 1704 3635

Farinesetfeculents(粉とでんぷん質の野菜) 2808 2770 4254 2754 5008 6359 9526 9229 5934 3846 5983

Autresplantes(多食物) 15 106 141 62 150 126 123 183 134 483 26

Huilesetgraisses(抽と油脂) 431 700 758 718 1282 1747 2757 2205 1700 2151 2369

*conservesdeviandesetpoissons(肉と魚
の缶詰)
Sucresetsucreries(砂糖と甘い物)

993 1115 1390 2082 3144 3352 5178 6167 4192 1974 2580

943 1369 521 1797 1225 1730 2238 2499 940 75 155

Produitsdepatisserie(菓子製品) 278 192 277 346 485 727 758 1146 971 709 700

*ConservesdeleguTneSetjusdefruies
(野菜と果物ジュースの缶詰)

253 239 430 381 891 794 1212 1198 678 360 448

Autrespr6parationsalimentaires(他食品
調理)
Boissonsetalcools(飲物とアルコール飲料)

296 530 580 470 900 785 1435 1604 1336 1022 1173

1135 1149 1200 1450 2145 2718 3085 3050 2487 2044 1871

Tabacs(タバコ) 578 565 633 277 1566 1166 4904 2211 1108 1049 727

Engrais(肥料) 19 37 218 25 367 329 740 203 1225 151 221

Produitsv6g岳tauxetfourragers

(植物と飼料作物)
288 317 289 302 493 662 1292 853 1029 596 618

凹aterielsetmachinesagricoles(農具,
農業機械)

70 82 1459 1450 2281 1336 793 317 823 159 3171

TOTAL 13324 15743 18860 19584 37330 36060 51720 50894 39666 30017 38082

TOTALGENERALDESE‡PORTATIONS 56554 69150 88024 119718 226579 243074 262092 260871 200628 154450 163091

POURCENTAGE% 23.6 22.8 21.4 16.4 16.5 14.8 19.7 19.5 19.8 19.4 23.4

* tiEE∑PORTATION

SOURCE : Direction de la Statistique Agricole.-
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食品,農産物,農具の輸･入額のパーセンテージ(1978-1988)
POIJRCENTAGES DES IMPOfミTATIONS EN VALEURS DES PROT)UITS ALIMENTATRES AGRICOLES

ET DU MATERTEl- AGRICOl+E I)E 1978 A 1988

ANNEES

GROUPESDESPRODUITS
1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986･ 1987 1988

Amimauxetvolaillesvivants(家禽) 0.5 0.2 0.2 0.I 0.2

viandes,-volaillesabattuesetoeufs(鶏肉
と卵)
Poissons(負)

12.2 14.0 10.8 7.9 2l.1 6.3 7.9 4.5 6.3 10.5 ll.5

14.2 14.9 12.5 15.0 10.9 14.9 18.7 20.2 20.9 23.6 15.6

*produitsdelaiterieetmiel(乳製品,
蜂蜜)
plantesabulbesetracines(球根植物と根)

6.4 5.4 5.0 7.2 5.0 7.6 6.3 6.9 7.1 8.9 8.3

0.5 0.6 0.5 0.4 0.5 0.6 0.5 0.5 0.6 0.7 0.9

Legumes(野菜) 0.3 0.3 0.3 0.3 0.3 0.4 0.6 0.6 1.0 0.6 0.5

Fruits(果物) 0.5 0.5 0.4 0.5 0.4 0.5 0.4 0.4 0.4 0.5 0.4

Produitsstinulants(香辛料) 1.1 1.0 1.0 0.6 0.6 3.0 2.1 2.2 0.6 0.6 0.6

Epices(スパイス) 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 0.1

C岳r占ales(穀物) 3.3 4.8 4.8 6.1 7.7 6.1 3.5 3.9 6.0 5.7 9.5

Farinesetfeculents(粉とでんぷん質の野菜) 21.2 17.6 22.5 14.1 13.4 17.7 18.4 18.1 15.0 12.8 15.7

Autresplantes(多食物) 0.1 0.7 0.7 0.3 0.4 0.4 0.2 0.4 0.3 1.6 0.1

fluilesetgraisses(油と油脂) 3.2 4.4 4.0 3.7 3.4 4.8 5.3 4.3 4.3 7.2 6.2

*conservesdeviandesetpoissons(肉と魚
の缶詰)
Sucresetsucreries(砂糖と甘い物)

7.5 7.1 7.4 10.6 8.4 9.3 10.0 12.1 10.6 6.6 6.8

7.1 8.7 2.8 9.2 3.3 4.8 4.3 4.9 2.4 0.3 0.4

Produitsdepatisserie(菓子製品) 2.1 1.2 1.5 1.8 1.3 2.0 1.5 2.3 2.4 2.4 1.8

*conservesdelegunesetJ'usdefruies
(野菜と果物ジュースの缶詰)

1.9 1.5 2.3 1.9 2.4 2.2 2.3 2.4 1.7 1.2 1.2

Autrespr占parationsalimentaires(他食品
調理)
Boissonsetalcools(飲物とアルコール飲料)

2.2 3.4 3.1 2.4 2.4 2.2 2.8 3.2 3.4 3.4 3.1

8.5 7.3 6.4 7.4 5.7 7.5 6.0 6.0 6.3 6.8 4.9

Tabacs(タバコ) 4.3 3.6 3.4 1.4 4.2 3.2 3.7 4.3 2.8 3.4 1.9

Engrais(肥料) 0.1 0.2 1.1 0.1 1.0 0.9 1.4 0.4 3.1 0.5 0.6

Produitsv占g6tauxetfourragers

(植物と飼料作物)
2.2 2.0 1.5 1.5 1.3 1.8 2.5 1.7 2.6 2.0 1.6

Haterielset.machinesagricoles

(農具,農業機械)
0.5 0.5 7.7 7.4 6.1 3.7 l.5 0.6 2.1 0.5 8.3

･TOTAL
100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0 100.0

* EEEXPORTATION

souRCE : Direction de la Statistique Agricole.-
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食品,農産物の消費の推定(1982-1988)ブラザビル市

EST7MAT10N DE I.A CONSO凹凹ATTON I)ES PRODUTTS AGRICOl-ES ET AL川ENTAIRES

DAMS 1,A COMMUNE DE BllAZZAVILLE DE 1982 A 1988

Unite : tonne.-

Produits 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988

Ble(farine)(麦) 44.528 46.072 47.672 49.325 51.897 54.582 56.452

Eiz(米) 3.120 3.228 3.340 3.456 3.636 3.825 3.956

Hais(farine)(トウモロコシ) 3.755 3.885 4.020 4.159 4.376 4.602 4.760

Manioc(tubercule)(キャッサバ) 132.208 136.794 141.543 146.453 154.080 162.060 167.612

Pommedeterre(小麦) 1.586 1.642 1.699 1.757 1.849 1.945 2.011

Autrestubercules(他塊茎) 10.050 10.396 10.757 ll.130 ll.710 12.317 12.739

Sucre(砂糖) 13.750 14.227 14.720 15.231 16.024 16.854 17.432

Legumessecs(豆類) 1.005 1.040 1.076 1.113 1.171 1.232 1.274

Arachide(grains)(ピーナッツ) 4.231 4.377 4.529 4.686 4.931 5.186 5.364

Legumesvert,s 9.149 9.466 9.795 10.135 10.662 ll.215 ll.599

Fruits(果物) 51.402 53.186 55.032 56.941 59.906 63.009 65.168

Viandedemouton(羊肉) 333 345 357 369 388 408 422

Viandedeporc(豚肉) 338 350 362 375 394 415 429

Volaille(家禽) 1.058 1.094 1.132 1.172 1.233 1.296 1.340

Saucisses(ソーセージ) 63 66 68 70 74 78 80

Gibier(野禽) 53 55 57 59 62 65 ■67

Poisson(frais) 27.711 28.672 29.667 30.697 32.295 33.968 35.131

Oeufs(卵) 196 202 209 217 228 240 248

Laitentierfrais(新鮮全乳) 238 246 255 264 277 292 302

Laitconcentre(糖練乳) 1.640 1.696 1.755 1.816 1.911 2.010 2.078

LaitEcremeenpoudre(脱脂乳) 571 591 611 633 666 700 724

Fromage(チーズ) 159 164 170 176 185 194 201

Huile-Margarinebeurre 1.216 1.259 1.302 1.347 1.418 1.491 1.542

Hueledepalme(ヤシ油) 687 711 736 762 801 843 872

SOURCE : Direction de la Stat.istique Agricole.
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食品,_農産物の消費の推定(1982-1988)プール県

ESTT凹ATION DE IJA CONSOMPtATION DES PRODUITS AGRICOLES ET ALIMENTATRES

DAMS LA REGION DU POOL DE 1982 A 1988

Unite : tonne.-

Produits 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988

Bュe(farine)(麦) 1.898 1.964 2.032 2.101 2.117 2.141 2.216

Riz(米) 233 241 250 258 260 263 272

…ais(farine)(トウモロコシ) 1.182 1.223 1.266 1.308 1.318 1.334 1.380

Manioc(tubercule)(キャッサバ) 66.604 68.914 71.306 73.705 74.265 75.128 77.746

Autrestubercules(他塊茎) 7.160 7.408 7.665 7.923 7.984 8.076 8.358

Sucre(砂糖) 599 620 642 663 668 676 700

Legunessecs(豆煩) 3.647 3.773 3.904 4.035 4.066 4.113 4.257

Arachide(grains)(ピーナッツ) 1.299 1.344 1.390 1.437 1.448 1.465 1.516

Åut,resgrainsoleagineux 483 500 517 534 538 545 564

Legumesverts 6.044 6.254 6.471 6.689 6.740 6.818 7.055

Fruit.s(果物) 16.185 16.746 17.327 17.910 18.046 18.256 18.892

Viandedemouton(羊肉) 15 16 16 17 17 17 17

Viandedechevre 40 41 43 44 45 45 47

Viandedeporc(豚肉) 107 110 114 118 119 120 124

Volaille(家禽) 300 310 321 332 334 338 350

Gibier(野禽) 749 775 802 829 835 845 875

Poisson(frais) 3.630 3.756 3.886 4.017 4.047 4.094 4.237

Oeufs(卵) 17 17 18 18 19 19 19

Laitentierfrais(新鮮全乳) 120 124 128 133 134 135 140

Laitconcentre(糖練乳) 100 103 107 111 111 113 117

LaitEcremeenpoudre(脱脂乳) 33 34 36 37 37 38 39

Iueledepalme(ヤシ油) 1.032 l.068 1.105 1.142 1.151 1.164 1.205

SOURCE : Direction de la Statist.ique Agricole.



4ー 参 考 資 料

4ー 1 調査団長の経歴

4. 1. 1 田島 正虞(昭和22年6月23日生)

経歴 昭和50年3月

昭和51年4月

昭和52年4月

平成 2年3月

東京教育大学大学院農学研究科農業工学専攻修了

岐阜大学 農学部農業工学科 研究生

木津用水土地改良区

国際航業株式会社 海外事業部(主任技師)

4. 1. 2 山口 雅弘(昭和32年5月7日生)

経歴 昭和56年3月 三重大学 農学部農業工学科卒業

昭和5 6年4月 中央開発株式会社

昭和61年4月 (秩)中央開発インターナショナル

昭和63年4月 国際航業株式会社 海外事業部(技 師)



4
● 潤 査 日■ 程 表

月日 出発地 到着地 宿泊地 作業内容

7月21日(土) 成田

パリ

アビジャン

キンサシヤ

キンサシヤ

フランクフル
ト

パリ

機内 AF273発21:00■.

22日(日) パリ 着06:45

23日(月) アビジャン

キンサシヤ

ブラザ伽

フランクフル

ト

成田

アビジャンtJT809発11:00着16:35

24日(火) 〟 日本大使館表敬,農業省,DEGT打合せ

25日(水) ガニア 現地踏査(ソプレ県)

26日(木)

27日(金)

28日(土)

JJ

アビジャン

JJ

JJ

キンサシヤ

ブラザビル

JJ

JJ

キンサシヤ

機内

現地調査(ソプレ県)

農業省,l)EGT打合せ

資料収集

29日(日)

30日(月)

31日(火)

8月01日(水)

02日(木)

03日(金)

04日(土)

資料整理

CIDV､農業省打合せ
QCO65発13:00着19:40

農業省訪問､打合せ

現地踏査(プール県)

現地踏査(プール県)

農業省打合せ

日本大使館調査結果報告

L王1557発20:25

05日(日) フランクフル

ト

境内

着06.･55

06日(月) I.H712発13:40

07日(火) 着09:50

-84-



4ー 3 面 会 者 名 簿

① コートジボアール共和国

GBOGOU LOtIOURr Didier

DAVID LOUE

OTCEOU』OU EOUAHE

EOUAEOU BAKAN

HARIUS YESSOII BOGUI

N'I)RI Bl主OU BENOIT

SABENIⅣ YAO

稲田 幸三

清水 修

(勤 ザイール共和国

戸田 隆夫

③ コンゴ人民共和国

PENE ARTHUR

Ing. Agronome

Direction et Controle des Grands Travaux (DCGTX)

Ing. Agro-Eeonomise

(DCGT‡)

Direct.eur de Cabinet

(Miムist8re de l'Agriculture et des Eaux et For昌ts)

Direct.eur des AⅢlenagementS Ruraux et de

la Modernisation des Exploitations Agricoles

DirecteurlpR6gional de l'Agriculture du

Sud-Oues t

Direeteur de la Campagnie lvoirienne pour

le Development des Cultures Vivrieres (C.I.D.V)

Institut G岳ographique de C6te d'Iuore(I.G.C.)

日本大使館

農業省専門家

日本大使館

Direction des Action, Coop岳rative, Credits et de

la Commercial

(Hinistere de la Jeunesse et dtl Development Eural)

ー85-



4ー 4 収集資料り
_ス
ト

1. PROJET LOCAL DE I)EVELOPPEHENT AGRICOLE I)E SOUBRE

PEESIDENCE DE LA REPUBLIQUE/DIRECTION ET CONTROLE DES GRANDS TRAVAUX

JANVIER 90

2. ETUDE I)E PROJET LOCAL DE DEVELOPPEHENT AGRICOLE DE SOUBRE (DRAFT FINAL)

ANNE冨ES

PRESIDENCE DE LA REPUBLIQUE/DIRECTION ET CONTROLE DES GRANDS TRAVAU‡

JANVIER 1989

3. ETUDE DU PROJET LOCAL DE DEVELOPPEHENT AGRICOLE DE SOUBE

PRESIDENCE DELA EEPUBLIQUE/DIRECTION ET CONTROLE DES GRANDS TRAVAUX

JUIN 89

4. ETUDE DU PROJET LOCAL DE DEVELOPPE吐ENT AGRICOLE DE SOUBRE

ANNEXES A,B,C DONNEES PHYSIQUES ET COUTS

pRESIDENCE I)ELA EEPUBLIQUE/DIRECTION ET CONTROLE DES GRANDS TRAVAU冨

5. ANNUAIRE DES STATISTIQUES AGRICOLES ET ALIHENTAIRES 1988

REPUBLQUE POPULAIRE DU CONGO, I)IRECTION DE LA STATISTIQUE AGRICOLE

AOUT 1989

6. Agriculture tropieale en milieu paysan africain

hugues dupriez philippe de leener, terres et vie l'hamattan enda

7. GUIDE DE L'AGENT DU DEVELOPPE凹ENT RURAL

AGENCE DE COOPERATION CULTURELLE ET TECHNIQUE CONSEIL INTERNATIONAL

DE LA LANGUE FRANGAISE

8. RIZICULTURE PRATIQUE 1 IミIZ IRRIGUE JP. DOBELMANN

PRESSES UNIVERSITAIRES DE FRANCE

9. RIZUCtJLTURE PATIQUE 2 RIZPLUVIAL JP. DOBELHANN

PRESSES UNIVERSITAIRES DE FRANCE

10. C6TE
- D'IVOIRE GUIDE ART日AUD

ll. C6te d'1voire guides Hachette visa

12. LE CONGO AUJOURD'HUI par Jean-Claude Elotchkoff le 岳ditionsja

13.地形図(コートジボアール共和国)

1/50,000 11枚

‾1/200,000 15枚

-86-
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AGIUCUL TU7?AL DE VELOPMENT CONSUL TAN7S ASSOCIA TION, (ADCA)

Add71eSS: 5･34･4, SHINBASHI.

MINA TO･KU. TOKYO, JAPAN.

To whom it may concern,

SubJ'ect IALEA Pro

TeE: (03P38･2590

Telex.･ 24242)1 ADCA I

Chb[e Addl･eSS: JILJCA DAIMON TON YO

Our Re.r. : 90^DC^-3

Dabe : 6 J111y 1_990

Zdentl'{ication Mission

We have the pleasure of informillg you that our project identificat,i,on

mission is visiting your country from 21 Jul to 7 Aug･ 1990 for prelimir)dry

study on potential development
projecしs

in agriculture secヒor.

The mission corlSist,s of the following experbs;

1. Mr. Masahiro Tajima (Irrjgal二iorl engilleer)

2. Mr. Masahiro Yamaguchi (Irrj_gal+ion engiTleer)

Takjng tllis opporLurlif-,y, we woul(1 :lj_lip,しo ask for yoIH●
.raVO_r

in

providing your assistance and cooperaヒion to い1e missjon durir]g iLs st,a3i in

yoLul COunt･ry.

Tllr'-Hllしi†1gyOll for yourl一irld atterltioTl and cool)eraI:,j_on,

S.incerely youl'S,

和一-ラ二

Shi7,en lnouF)

Execuじive I)i rec.t二Or

〈grir,u].1Jllr'11 1)evelol)menL

Consulヒanじs ^ssoc二i.aヒ二i()ll (AnC〈)

-87-
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